
ー蓮 　華 ．1－－去 ��＿多妻誓 ∴∴一∴：∴∴言 �t夢一’ 襲義一 

一子∵∴「 ヽ一一‾． �∴∴ ＼、：二、 
こ∴∴ミ ∴∵＼∴、∴ 　∴∵∴∴∴∴ 　〈 　∴∴∴ �寧∵言、 �一、　　∴ �主薬∴一子 ‾≒車重一翼繋－＼ ��∴／／開閣議＼／＼閣 

ー（＿一一‾ T．．： ●〇 ㌧∴ 拶 亨 �ミ／∴彰 �・一議　も襲＼ ��∴．∴∴韮蓋然∴：∴ 誓詞曝頭語閣醇騒＼く’－ 

「 1 1 ���璃塾繭醒闇臨這 

雲＿萎∴雪国園麗 　‾誓一関繋＿ 訂丁，辛‾ ���・二言 忘 �・亘 

：∴ ��－∴　　　　　∴∴∴∴　　　∴∴∴工∴ ����� 
㌔ニヂ（、　　　　　蒋’1‾ 

引＝齢∵∴言霊＼ 　…も二二三〇mSs �� 

露「麗 ��「∵事 ヽ ∵二∴yヽ∴ 轟 ∴∴∴ l〃 �　　　ヽ；す＼＼ 一露　“‘芋蔓 

辛，．寒雲 
書　　　　　、一一 

’予言I・ oI：＝一子 蒋 

隠、， 

∴＿∴N ∴∴ 

鏑 1． �、Ll＿．i 鵜 「 

ノ 

‾‾‾‾布

◆



日次

討

園
田
8
8
g

椅
凹

〕

11－・、・－」弓亨
つ

の
ノ

ヽ

－LI
L

フ
5
㌦
し

く
：
学
J

＼．．IL

．「V

つ

虫
で
生
の
つ
∴
古
C
 
V
L

廿
摺
る

V
L
ノ
＼

コ
　
つ

l暢
園わ

言
蒋

イ
ヌ
ュ
佳

一
体
∴
∵
冶
い

の
の
ノ
　
印
生
し

コ
　
コ
　
の
／
い
も
せ

イ
イ
ム
川
か
∴
㌫

フ
つ
l

t
．
しろ

‖
高
い
絨
注

の
∴
V
レ
　
∨
レ

軸
劇
団

～
－
i
．
”
’

レ
′
レめ

細
剛
閲

，
l
雪
上
Ⅴ

五
㌢
レ紳暑つ1

－
．
i
i
．
′
．
－
、
V
、

十
d
i
、

i

，

－

．

－

●

i

I

I

〃

ヽ

＞∴レ田圃

曇」
国
英

粟

ほ

ぼ

の

万
歳
現
万
力
繭
繭
六

一）
）
i
i
i
i
．
、
．
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
－
．
「
V
。

め
ノ
土
早
I
　
〔
土
　
つ
つ
4
1
5
－
L
U
∴
［
I

目

し

一

間
田
圃
囲

め
あ
神
葬
＼
ウ
リ
V
L
 
L
L
⊥
伴

染
染
友
空
ろ
鮫
紳
新
丑

圭
早
　
！
　
？
L
　
〈
J
J
∴
ら
「
　
」
1
｝
∴
L
U
 
T
1
　
8

三
㍍
弟



耳∴女一　鎌倉′

糊のうつりかわリ

磐田音

C、

㊨

罵
ヾ
　
襲

番

屋

の

薯
宏
麻

ノ
ブ

一
局
立
夏

熱圏・＋革華－

牽
－
鐘
曜
点

り
　
虜
へ
∴
∂

＼
＼
／

榎
・
圭
÷

p
　
大

中
へ
，
寮
荒

歴
烹
璃

富
士

癌性。
立
。
つ
干
し
癌

？
韓
瀞
の
ー

五

千

〇

・

・

麗

質

串
枠
瑛
束
厄

の・
上
昇
－
自
重
－
戸

窮
飛
：
I

りー本

台

即

碧
上
古
一
　
着

一
）

七
軍
日
ソ

五
わ
智
お



∴ ∴∴∵∴∴ � 

信二∵亨／↓／ヅ 

／アヤ19： 

、∴．JLi∴CJ∴町子′ 

まゆI　こ

臆すわん

三一千

囲8日
‾∴：

∴∴「∴∴ 
∴∴　　　∵∴、∴言∴∴　∴ 

∴∴∴「∴ 一∴∴ 　一一〇一一∴一′ 

蛮調購澗醐捷崎噛一一、－　一一∵守一高一煮た青鬼来社

‾…‾＼縛め
ウノ　　＼、＿　　㌦∴亮

e 

詔 �、畷饗馨輩整欒 

Y，古ノ 
小　二‾　士∴ 

’、三業二三＼・ニー中辛1－品一・／／＼寧ii二（i＼・薯略言 　　　　　　　　　　　！ 

／i：重義流転融 

緋つの橿薙言と
叛　言言　序章二読了

臆888図
㌢∵膏珪砂撃や姿勢専業螺蝦押掛

「若宮の掠

才　子か∵しん岩
′　土二

十「す∴・？∴定一‾

→

／‾「〉

｝　〈
）

はし●う

丁って嘉黒古
●

Gt、左目一tj

圏

′∀

字
二
玉
子
－

圭
子
I
L
 
r

、
つ
∵
詰
三
∴
∴

∴
艶
墾

幸
　
）
　
　
二
｝
　
㌻
∵

r
r
二の

番
一茶

＼
1
－
、田
園
聞
手

圃
刻

字
三
宝

土
語
当
－

つ

「

｝

一

㌦

一／

吉
d

一年
ー　書

く

　

　

ヽ

∩′　｝
－
白
布
夕蓋

圭

∴
　
i
；㌔：

寺
一
計
牛

島
L
 
r
L
リ

器
圏
日
嗣

′
仁
子

j
y
1
I
I

∴

嶋

ヽ

，
／
立
　
言
ゴ

窮
　
㌻
）

誓
詰

＼1－．．－
カ
年
・
］
レ

4
年
二
へ

「」皆目
。十ジ

薫」．券
　
売

－－‘

…

－

汗

∵

∴

つに
一

凹
醍
醐

一

∵
」
〆

　

～

説
n
O
劇

－子

吉
「
ノ

＼、

ーノ

1

1

　

＼

、亨圃闇覇
、－二日

つ
ナ
つ

∵宅㌣－叶1・

雪
上
毛

コin

〆
I
I
　
〃



一一一一一，オー一一‾
i

．．一一●一一回m

繭を／つ」∴謹

／㌢1

イ　コ　ほ

÷キ　メ／1
＿＿　　f L一

、　ノ‾

↓

カ　イ　つ　か

乃イ’コ雄姦
！

‾－ノ

L龍三‾三

‾‾事　　ノ申　韓日／「〆‾当

、　　ノ

了一子「仁コの

雷（槙勘こ真

空言　‾手写‡言∴つ；二　両罰
一i∴写　　　一丁‾

田園音音音喜田墨

器各室

酸素二　第電　球

聞豊国星
ココ村椿

かご
一声コ

ウス／匪ワコ
イントクワヨ

出コ掴十二器悪譜
－アiワニ

吐揖∵の野山は当意　　萌の出の葺う
のか

合一や
ヽ

”ふ

1　　－　、ゝ一

寸∴　竜在日で：硫

い

膏言∴＿7

＿　　輔上

し／／二三

ラングン

サウザン

痴一生ナン
女君菅ニノ

ンン二法サン
正し‖ずつ

、mテグスサン

繍ニラ
誹りこせエ
ロス右イ非ド再ユユ
まくか青と∵ア骨太

終荘砂嚢∴：葎∴手
話　蒜日航為に虫

閉　園

カ

主

　

宰

婁〕）回田
面
晴

ィ
ナ
ノ

一

一

鴎
1
1
、
訂
r

f
弓
ノ
主
よ

一

組
動

「
コ
∴
く

・㌢し
吾
L
Y

ー
事
も
，
■
1
－

＼

用ハ／
、ヽ
∴／

∴、

圏
田
園

、、　：

l
－
．
－
1
1
－
－
1山

÷
÷

J
　
互
恵

に
雇

l

l

1

－

1

　

　

　

／

I

↑

I

I

－

醐

」

阜
上
意

へ

2
9
度
鴨
も

「

－

く

ー

．

“

j

 

I

i

U

園
田
音
容
団

÷

T
f

三
上
．
に
∵
盲

よ
悠
i
、

1

／言

5
　
フ
し
　
乙



王、現存僚結予言三、

」｝m＿＿＿＿｛一m，～

ム有高
．　／一一‾さ

i

囲国

イしト

訪．転
荘席

本棚二ア

園田図日

江上等

十非庁

有ントソ朝

蔀年組、＄
章二？

¢・I

星団案聞

冨蕪

牢埠
ショー凡

斉月慶
ノ！、物薯

＿＿）＿＿＿＿　＿＿　　＿＿＿－

歳の圭は井目

舌壇黒
も星う鉦

リ
∵
砧

I
考
案
し

忠
一

、
黒
埼
ノ

・つが
′

ィ

I

，
j
”
－
上
好

四
囲へ

，蕃l、



圃園ま、∴吾吾　イ　コ

つ「引㌣
lI �1 、i－ 

t t 

r
J
j
「
一
／
目
　
上
に
i
　
｛
∵
日
、
市

子

イ

彊

耕

す

毒

手

や

九
日
　
窮
∴
百
／
ま
け
薪
∵
し

呼のつー
一

一
叶

「

i

I

・

V

lTlのn
「
一

半、

－
雷
撃
　
月
日
　
Y
し

し
　
万
二
晃

1

歳

∵享五
重
　
に
十

で
　
ノ
ウ

い
）
　
星
童
　
ト
を
注

目
ノ
∵
薙

V
L
 
L
笥
）
　
＼
宏
ハ
∴
二
一

喜

平

∴

し

豊
岡

I

㌃

　

Y

レ

十
鵠
　
i
h
ノ

↓出土

1
1
神
川
J

／ノ或↓
［
出
目

！
在
拐
′

〆　）

L
…
召「

」
4
I

－
h
J

陸
田

ヨ
　
日
I
E

⊥
ノ
　
の

ら

し

邑

二

　

　

　

　

　

（

　

一

難
亨
∵
隻

語
∴
牒
キ
三

舎
ア
シ
先月

亡
君
古
寺
　
二

を
字
音
二
眉

間
8
回
圏

「
）
　
そ
し
喜
一

∵
け
∵
大
＼

う
虫
、
国

主
約
　
4

、人

是
÷
安
た
富

ま

一

玄

）

＋

ま

の



十，和語コ♂ブ体の

－一一両ち

足　に　つい”乙

翫碕＿勘こ8本、

見こ壇か）封∵江

（こ蕪　糟の彊軸にな

り主星

芋蔓暁軽口千日及

相持ちの駒二鳥害培綱＼

時短馳甘鵡辞
にぼり荻差昇鮭轟き

言き買　値酢たまった力

∵諒緋記乱昂
－．L嗣健二＝曇軍事峰霊ナu　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸

ベる口と短患

の′ふたっ森島

高相二つ毛

ある短亨
iL言　写生（

蹴鞠
（症言語‖

頭「墨嵩言、頭
信忠っlいる人相為し＼のZ‘

向日、たか棟続

悌棚旺鮎
庶麗し，‖ 

〈 i ll i i ！ ：∴∴∴「」 i l－8 －■Il 〉● 　● �∴一∴∴ ∴∵∴「∴∴ 「∴∴∴ ●∴三∴∴ 居孝 一 ●気弾 ヽ し．● ヽ○● ● 

●●● 　† 慶き辛く左石）舛I �I I 

＼－J　　　　　　　　　　　　　　　　t �i 

卑語言を鬼生者1
1

～身を

常理想いつ

猶コ牝の統謹啓l亨

には輔相ありき航信

之の楠航、雄鳥の

航i肋ラそおおっ乙白

鳥九人忠暗闇を聞鷹

榛は油、搬鞠
は、ノ吐く苦ったカラ壱

蕪：成層彊ため早く

月韓謹言「

お
上
手

掴電
話

鵠

－

－
高
点
青
馬
産
婦

画
田
園
r

一

一

品1－

上
付口

食．
セ
L

O
喜
田

・入団十大ユ
ー
式
i

晴
聞

HU疎
紅
i

、

茸

禁

高
原
で
蚕

」
辱
ノ

、つフ
ラ
C
S奉告



朝乱鯵土手 I l l �十I I i ブイコ瑳 三カロ 封プ 

却溝叫フ訪シ

綿糸の断密封

窃覆嬰堅纂 �一　志ミミ1三三‾ ��　　　．‾　‾‾‾茎黍票老 輩蒙雲量委萎　　紫藍 

覇 � �� � 

饗．・ � � �ゼ 

！ �残務誓重要茎雲量iii琵重責家蚕萎 ���； 
編〝こう三重”里ここなな配な＝，こ嚇■ここ－ 

陣中出所

与、薄れのび討つ

ノ　ノ

国劇

韓。く＿∴台リ
ブ　　う　三言再
つ　い一つ　尋

主席享子都子
患岳長田

二
J

薩－

一

の
一
）Iイ
！

、ノ

一
／
し

一

i

）

レ
　
ぺ
豆
し

、ヽ

1
．
．
－
し

イ

こ

　

．

慮

L
フ
慮
日
ソ
に

′′　、

良
工
↓
　
　
「
。
“
」

ニ
ー
、
ぜ
∴
軍

、）r

f
i
　
＼

－
′
l
i
－
上
り

｝
ノ
　
告
嘉
し

こ）

園
彊

＼）／
弓
Inへ

」ノ
イ

「ノ

日「ノイ
I

一

／÷
・
」

つ
　
T
U

／
j
f

～

∴

∴

／

，

′

、ヽ

南
画
一、、Il

、
T
I

ー千u

；
し
　
、
「
i

羊
索
窮

－－1／

信

∵

う

ほ
　
の

7
．
し
　
　
＝
一
㍍

雪
∵
な
め
紅

㍉
箱
∵
÷
に
産

イ
三
言
し
ろ
売

口
　
十
に
‡
÷
事
案

定
言
、
ま

つ
、
上
∵
十
二
薯
　
－

ー窟ノ圏の田
園

囲
田
園
回
国

、
丁
か
－
γ
）
　
L
ノ

ー
王
へ
工
）

国
書
田
圃

ノ

ー

－

露

）

l

、

了
、
つ
∴
の

／ノ

▲

．

i

一

一
）

l

／

　

　

I

 

I

ノ

ー
ノ
！
∵
　
小
生

事
㌫
∵
妻

二
J

諦
一
千
し
　
i
「

湾
も
乳
、
一
箪

申
立
′
毒
手

＼
う
∴
言
薫
三

は
時
報
∴
雪
子
停

日
ソ
∴
の

七

園
田
園
田
圏

e

－

才

　

4

↓

者
し
　
（
し
　
辛
中
心

ケ

ン

　

卒

∴

う

l
主
y

l

一

三

　

I

L

L

開聞
亨
÷

＼

園
田

∴
薯

確
軸

二

　

十

d

J

‖
　
＼
、
＼

／
∴
∴
ノ子
音
′

り
ノ
ー

田
圃

一、

ア」

－上V

I
I
／

孝

　

一

－

ー

の

　

二

一

／
′
し

㌦

I
L
－
付
l

享．」⊥介－



6．繭がち生魚をつく毒

堅“国．

ヽ、＿＿ノ

有
配輯

＿▲：．一i－1

計量当つ掃
一「空言∴喜
一ノ‾‾　lニー

議を藍藻
桁十三　で∴宅∴予言

＿ブ一一〇一一一●－‾－

彊ノ享連盟」
i

‾二二二‾‾二‾二‾　　＿＿－＿＿　‾－

“l

“イ∴∴∴J辛‾
一霞目

、一二一

＿一　　　高11－

日かi∴∴i寸言「

圏窮

I

L

i

I

にお
・　ニー

！∴」／

園　国

軍王室
、∴∴ヰ　｝

つ　藍l’
●職種逼要つ病9電着鴨篤粛｝　　壕倉一年、－卜11併皆ふ這貢や、善　女さ　し　　最が慨嘉撃9－乎中一i細賞品

古の，宣言率†㍉膏

醒
∴ご＿　ノー　ー　　　　　　J　＼　　　ノ

リ　‾こ差′一　冊‾
㌧一＼∴∴」

十　　」一

よ　寧／

書　目
〇〇〇〇日

一丁「）へと，

端韓謡壷諦

ヽ＼ゝ

らヽ＿

以上雷
冨福で第　千六日と∴∵告∴草子

一一　　ノン・

車に　雲÷董∵
1　　－－

な∴ノ ー、タ∴　∵常

」二

，生
国
園
lを⇒三

言

、，－しノ
＼
喜
一
動

は
豊

一、
、

つ
、
コ

　ヽ　　－
一
二

、・』一
／

二

臆
国
閏

ノ
ノ

予
言
÷
′
－
－
‡

三

　

二

　

千

－

一

子

／

十／

＼「

、
ノ

苗
園

子
‘
－
▲
“
、

小
月

〓
　
／
短
く
吉
舎
と

っ
∴
∴
÷
毒
し
草
雪
盲
∵
玉
均
膏

‡
－
曇
∵
窒
　
」
ぎ
！
∴
証
　
票
L

》　1度訳

、
寺
請
享
古
詩

う
∴
一
）

、
て
イ
ン
　
∴
∴
－
1
－

三
色
著
轟

＼
∴
∴
」
　
（
）
一

卓
二
翌
：
予

「II－．．－．．、．－．．

シ、ン一）
‖
ノ

ア
し

亨
：
三
豊
∵
し
高
言
毛

t

O

h

，

　

　

i

－

i

　

ヽ

士
土
工

」ふ。

遽

、I下り
臆
喜
田

、＼

（　）

・

㌢

す
揮、

博
打
十
㌔
峯

－
ヽ
∴
て
こ
ノ
／

圃
開
園

ヽ
－
1
、

i
－
－
i
i
－
1
－
。

墨
三
二
三

っ
＼
三
言
、

ノ
急
告
圭
∴
昨
日

薫
蒸
「
雲
辛
目
！
ア
」

宮
上
上
目
汗

雲
工
、
穏

親
電

ヽ

閉
園ア

二
言

薩
田「
．

計時の

あ
義
手
÷
尊
雪
辱
牽
一
日

予
言
素

）
∴
∴
∴
＼＼

プ
レ

l

“

－

ヾ

十
二
ヽ

十
三
高
言

、
÷
′
蕊
日
干
い

〔JH」／

’
i

謡
霧
開
聞
田
園

Ⅵ
∴
∴
∴
・
1

漆
黒
塑
四
囲

啓
上
－
～

堤、
1
日
“
′
／醇

±
∴
コ
ナ
ミ
を
し

五
∵
二
再
三

：
I
こ
∴

素
l
言
称
言
〆

＼
ノ

〇

一

／

」
′

耳「
）

∵∴
1－、
′
～
　
へ
㌧
－

士
「
J

三
寺

）繭』手
工
！
∴
　
¢

J
毛
、
富

海
∴
」
遣

ゲ

圭

一

二
軍

寧
i
　
∵
富

「

宣

命

…

－

i

…

冬

富

千

年

）



㍉川夕熱彊圏園田

宏′j考，

繭出席”T

雄二紺掠

露申告言草
／

引落憲
二膏一
因種田閣

しノ

｛′‾　　　」

て　お吉
二者∴「∴∵
＼－　　し

ノて、

軸
で手　へ‾　－

一書、

J∴1

）一　　　　し　　く／

「∴巨：くれ

て∴∴∴∴！
？）∴1

－－－iふく／

＿一二二二一‾鞍一　　　　転

，＿＿＿＿je－

看鞄

f麟蒔纏護の

白勧縁語二軍
“一㌔i7－　　／

∵
）

劇
団

萎
）
　
．

ニー－
1

－

I

 

i

　

－

　

　

＼

　

i

田
圃

‡二二号－
字
詰
　
雷
鳥
∴
峯
三

上
：
壷
∵
予
∴
計
理

㌔
霧
完
工
に
清

ノ
告
蒜
、

∵醤葦

調
音
易

の

華
∴
吾
妻

三）

」
寸
黒
子
　
〆
召

陪
晴
閲

国
帽
圏

ニ
ー
言

開
四
国

一
i
十
　
芹
」

田
園

、
∴
∵
」
　
勇
吉

《ヾ

醐
田
渕

、－

ヽ
1

－

ヽ

　

　

　

　

一

一
（
三
　
千

一
桂
皮
∴
｝
誰
1
－

子
中匪
薩田

＼
デ
穏

－商圏

軸
団
閏

信
二
車
∵
誓
一

一
雫
二
宣
言
書

雫

〃

費

　

，

－

噂

Y

＿

I

f

乎

2

2

具

す

う

ん

ニ

ー

7

1

－

と

7

－

ー

～

b

 

h

　

　

）

圃
確
固

っ
ー
）
、
工
．
－

二
量

カ
ニ

↓i，淫蒸．

＼

l
′

一
／
」
弓
三

園
器
圃

「∴、

雪
す

の
享
∵
考

）
∴
の
：
尋
早

手
：
㍗
亨弼

固

）

1

‘l
、

幸
三
票
∵

茸
∵
雰

言
吉
日
一

÷
畠
′

上
告
　
　
　
÷
／
ヅ
中
寺
－

享
＝
∵
　
）
∴
：
惹
∴
の
∴
主



7，未然世人い評定葉書詳言紗雲高津㌦、

女　ら日出

謹話盤言訳
「翠‾「i車烹

’㌦＿

デ亨’り　ツ

ワに　二をリ

「＿主

動鵜三左目
＼、ノ

乙獣毛

出目　霜

十　　　　　定　一‾

雪∴王　‾フ‾ノ

清書惑
沌謹掠　め
仁∴∴諒つ　　や

ワ　に某「）宗すく

藩士主語虚言

轟彊卑牒生霊主語

郁新車朝辞、勧締弗章
二高論÷

先蕪
利一課目言上

宮“す1日

口鮎。劉生朴よく

にくし、

鉦，高畠上声蛤∴陣は専中寺

l痩ノ尭一つ

言；ワに∴な　り　にく
ポリエス訓告

リ
【＼ 誹雷串鉦

土、蚤
葎

＋イロン‖

＼

ヽ

ノ

四

、も，

7に　ナま日　に

譜中部同宣言 ㌦∴寸∴「＼。

、ヽ

抄∴し

指

1
1
／

7
－
．
㌦
ノ

言
霊

圏

　

謹

話

”

二
二

T iiI iiliiiii i

上
目
ノ

′）
雷
J
Y
省

一

‘

I
′
卜
」

∴
？

ー千）′
宝

達
千綿

ヽ

日
田言

い
　
上
華

ゥ
∴
」
雪

、
、
ノ
庸
日

∴l
J

I
I
畠
J

｛　＼

●

　

　

　

　

1

百
e
L

I
あ（」雷言

上
」
輩
一

し
∴
ぐ

ち
－
、
奇
声

田
園

「
V
h
i
”7
ノ

れ
巳
聞
l

圭
す

さ

′

I

f

∴圏

田
園

因
喜
田

・繋詰

l

r

J

笥

蘇
雪詳

言
層
読
替

一
同
蛭
田

園
田
囲 誓

言
二
十
∵
二

、1　／

I

－

・

－

一－ん園
田戒四囲

ー
＋
ヽ
J
÷霊

園

亀
三
凄

～

／㌔

薬
ヽ

一

二
く

「鴻一

m

　

　

－

鷺

l

e

B

D

S
園
田
圏

五
日L

I

 

J

）

心耳
J



細のい寧日蚤
＿＋千一

一一一一一一　　　　　一一●一一一一㌔一二一■一

手∴二ユ
ぐ

召し‾－一‾‾‾

1．葬蒔豆繊紺

／十　ノルァ

重器

着牽引こぼ諌め‡繰りかあり雲す

染め

一望悪因回国田園轟 

寧 ���子ヽI∴∴ ：∴∴ 

、＼／ ∴l ／ �� �二二1、1鞍藤珪二、三、簿 、ニ‾（「ミ） ∴∴∴†∴ ヽ一）、ノ ヽ一 I �������1 �i 

一翼稜縛登※澤瑳誓マ溺 

l 

rrl �� � �� � 

綱〃 ��S　昏 ���鞋輸調音賀 ����� 

与繭利
率汗かり奪う／

たつ垣古～池∴牧

離、；鴨i ∴「：O j ，華／ �／尽＝三㌔“ 

チ
し
　
の
一
）
　
日
和

り
！
し
′
／
＼
五
万
∵
烹

「∴）フ

∋

　

ヰ

竜

ノ

ヽ
∴
）
　
〝緒
I
＆

上
々
C
 
I
し

な
∴
た

一
／
　
‖
ノ

一

．＼

リ

四

㌔
ら
㌔薄
紫

＼

　

の

オ
：
雷

／
∴
＋
ノ

掬
三

日
碁
予
言
薄
青

っ
　
っ
　
古
墳
ま

ナ
㌘
し
ま
予
レ
幸
）

争
「
主
点
・十
・
上
も
、
り

密
葬
－
つ
∴
よ

し
壬
年
　
i

／ノヽ／
槍
イ
ー

悶
園

二
王

口
舌
十
指

亨

詰

る

三

〇
四
細
田
6
6

十
位
し
、
7

j
L
∴
寧
∵
　
　
　
　
二

束
上
。
つ
　
（

ー
雪、土

子

、　∴

霊
媒
言
と
方
岩

室

撞

病

め

リ

園
腫
閉
脚

高

月

日

当

．

約

め

あ
た
J
 
Z
寿
粗

日
ソ
　
Å
7

‥
キ
ー
く

′
鰻
岬
∴
⊃

1

砧

裂

、
l
i
－
，
－
I
f

r
＝
0
－
田

＼

　

七

時

に
し
辛
差

辛
「
歳



ざきレタラセ∴人ごつ、

埼友詩宗
日舞効　で

当　時の

田園

い　う

友埠は

ア＼

「＿L

茄

乙日章録

友禅
－一一一一一　＿　　　　‾　　il

“「

／＿ノー

しこ釆

し　に　ご

を描く

圏

息蕊
ヽ

不要

名。

ヽ∴∴∴ヽ　′

堰の！つ

聞
固

持〃上）

「二
割
細
田
S
g
n

田
園腐劇団

、＼

果
す
　
つ
富

へ
笠
ま
あ
甥

＼　　　　－

Ih

j
I
∴
章
も

l
l
）
、
㌦

Z
C

需
∴
樵

と
庶

か
、
ヤ
碓
萱

甘変、フ
一

寸

国都
寧
日

閉
園

I

 

I

i

の椅
膿

友
青
∵
言
落
嘉
、
富

戸
生
玉
∵
密
「
ぐ
　
と

反
　
つ
ま

ノ
＼
上
う
、
乙

薄

ら

乙

÷

友
引
記
　
ノ
＼

駕
｛
　
〔
：
申
：
七
二
ず

註
　
Z
 
t

一

中
宮

圏
国
表
新

旭
只
土
方

ロカ●

r

i

圭

一

一

手
）
　
⊥
伎
二
ノ

た
∵
油

、
7
人
　
フ
C

仮
し

同
　
フ
て

巳
加
だ
が
T
で
よ

薯
　
＼
上
∴
揺
関
目
ノ
‖

雷
∵
し
き
槙
よ
　
で

襟
～
闘
漢
音
圏
聞

y
L
T
／

露
草
ラ
八
年

十
位

／
／閉
園

リ
／
しの圃

、
－
i
l
i
i
l
i
l
l
i

l
nIrU

イ

I

漂
徹
＼
埠

又
リ
＼

1

－

－

9

～
八
年

口
・
i
刀

i

十）

良
き
　
9
裡
　
⊃

蚊
で
山
鳥
友
偵

）
反
古
中

吉
∵
栗

東●

ぼ
言
誤

呼
姫
／
T
七
友

′
人

千田の一戸TL
＼－＼　／

お
　
目

7
㌢
名

園
器
圏

、：十、．映
い
す

圏

詞
書
閉
園

占
－
友
二
馬

薬
で
擁
杖

肇
闇
、
ら
三
と
千
鳥

星
を
蕃
め
」

・
い
1
－
1
1

－刀読
菅
田
田

ー∩ノ
．ヽ
“

《－11、
Y
し

申
－
を
三
六
一

の
∴
の
　
三

祐
り
垣
崇
は
亨
：
吏

友

の

に

も

物

と

声

誘
貴
地
梼
肩
毒
草

宕
残
雪
模
　
＼
リ
、

め
摘
∵
苫
杏

・
梁
壱
葱
だ
日

′

一

十

手

i
l
・
－
－
　
山
川
「

÷／
イ
　
　
　
口

語
岩
戸
蛮

、
に
弓
は
碑

で
、
つ
嘉
　
に
：
友

辛
）
　
よ
に
　
刺
檀
ハ

曹
－
た
仁
和

1

－

＿

↓

t

左

∵

㌣

∴

ま

罵

言

つ

壁

囲
相
聞

槽
∵
G
R
〓
r
e

L
老
荘

う
　
㍗
：
抽

聞
園

娼
妓
晃
二
万

友
吉
十
指
、

古
生
∴
∴
盆
鵜
苫

●

（
／
、

「「、l′⊥志し



m＿迷二台庸即

鼻耕　一

」、一

関圏
二言E

L　と

は言

にりま　え∴急（まじ‘相打

靖繊「∴問

わカ「。

囲国書

上

・彊†

圃戸糞便

薬桝も日報

∵
檀
柄
ま

圏
　
圃

」

－

約
言
年

粗
二
轟

で
一
）

▼
立
証
∴
点
上

．ヽ、
月
　
　
l
L

「

－．軍
人
l
。
，
・
－
．
－
1

土
子

「
l
i
I
閏
藍

，
－
守
　
＼

圏
∴
嗣
…

一
）
f
i
h
レ
藷

ーレ田
圃

」
L
l
l圏

田圃

幸
徳

主
も
∴
‖

り

、
接
が
ず
〇

四
図

才
鍾

＼

1

－

、

i

カ

東面軸
一
口
9
r

T⊥＼＼／●－

y
L
前
日
1
i
宵
月
－

嗣
田
園
臆
音
容

ん

空

　

I

i

i

L

ヽ

　

　

君

子

、
〓
　
′
日
日＼－

三
　
」
A
T

ー
÷
j
i
 
l
4
－
′
・
－
、

工
l
＼
王

、
、
　
／

カ
！
葉
子
）

閏
圏

V
／
し

、J卓
卜
一
．

卓
集

お
暴
沈
本
多

＼
豊
棚
番

ア
し
　
ア
）

う
鵜
∴
三
j
l

曳
ガ

．

〕

す
　
雷
同

甘
木
∴
品
川

糸
r
I
末
年

1
月
　
7
し

一
戸
∴
重

工
∵
し

「
上
玉

－カー▼．：、1、

の
　
7
し

い

尻

新
二
で

弾
道

．
盲
ノ圏圏田

圃閉園
　ヽ　－カY

し
こ＼

フ

I

，

，

“

ヽ

T
r
、
－
！
I
r
∵
∴

一）　「
－i

t

．

あ

ぐ
∴
多

土
鳩
ノ
　
こ

囲

園

嗣
園
田
困

蕪
二
秒

上
　
る
二
票

メな坤副団自利

ノ

カ

I

お
餌
「
締

一

　

　

　

I

t言
放

l
／
－
－
ま

＼－
I
ノ

、
一
銭
諺

7
3
連
中

＼
み
∵
に

糾
∴
弼

！
三
　
上
任

諒
へ
庭

園
星
　
団
閣

I

I

1

1

ヽ

、

高
レ
イ
／
　
　
も

〇

　

・

一

浩
音
色

I」

ノ
瑞
軒
∵
め
ん

「
星
組
を
ニ

ー
た
高
梁
牛
，
7
「
鴻
〈

、
1
．
9
．
1
ノ

う
毒
　
手
∴
し

雷
緯
ま
え
∴
一
な

ま
（
」
　
の
婁
　
∴
型

い

、

帝

王

書

直

重

富

馬

新

操
子
）
つ
i
幸
二
で
全
破
約
票
　
＼

リ
乙
：
圭
韓
茄
∴
害
し

切
克
∵
情
櫨
㌻
㌫
疲
ら
せ
へ

七

二

莫

し

こ

も

A

I

r

　

〕

　

－

五

月

i

I

i

癌∴堤、

埴
生
甘
用
∵
雪
こ
な

！
＼
・
十
）

＼
型

V
し
　
こ

．山

上
函
四囲

は

圏

＼　　　　、五
∴
こ

主
宰
∴
葉
撃

友
開
園
図

・
！
雷
魚

茄
∵
点

上
‖
1
1
－園
田
圏

南
副

葬
　
＼

、ユニ

l
十
月
　
つ

週
に
型

薄、ヽ
－．．．“－ミl

′





5、線互喜子㌧

乙　ノ黒

子ご　と

し　し

写、濃梧

こ〕

、－　。∴寸言　∴／の

韓言毎韓日 1悶
‾くす

了妄／／ノ＃喜子、、　喜子IT

お寺期に粟の接線串
差違

か」

園

た。辻
の諒召∴

に在日j t

纏‾i∴二／撥酸類驚 ro∴∴∴： 子ナi∴∴ ∴∴字、：∴　∴∴＿ ∵∴一手ミミ∴　∴∴∴豪華警空∴ ．－∴一∴∴一一∴一∴ 

三∴∴∴薄霧 

辻紺布も∴
秤　目経

引く／纏

華！癖
轟沖

諏訪」時日で三　‾すき∴る乙
こしノいも「ま∴京・・うしめの

わ番言い寄〕上／縫目

義一

国
号
4

田
園
I
イ
｝
工

の＼
ノ

れ
釆
ヽ
ヽ
　
ノ

開
聞

も
u
重
し

∴十／モ
一

′

ノ

　

i

蕊

・

－

I

字
書
窮
／

「コ

ヽ
＼

ま
＋
宣
士
婁

～
1
∴
ん
本
日
　
i
良
人

…
∪
∴
ナ
王

手
し
・
呈
上
、
雪

÷
∵
　
目
星
一
宏
甲

∴

∵

芸

才∴」

つ

晴
随
喜
歴
闇

薬ごつ
受
ノ
　
！
守
一

「　）1∪

′書、圃

檀

細　　の 碧

一
己
　
／

÷

7
．
し
　
⊥
十
V

I
、
下
　
す
曹
／

／
イ
I
　
弊
衣

J
拙
技
当
命

、
力
⊥
弁
当

圭
斗生

＼

1

－

i

l

劃
圃花

l
i
I
i
i
i
I
I
I

h

＼
o
q
u
J
も

日
劇
相

子
二
二
十
と
i
－
r
ノ

∴薫、
上京∵TJ田穿

I

し
た
吊

《

　

／

「u

去
年

＼＼　／－穴

土）－上V満開圏

・キ†コ」山
上
へ
」
畠
常
l

喜
J
　
（
　
ノ
エ

ー＼

i

l

し

ふ
き
　
早
津

の
美
津

－
－
A
r
I
・
I
I，裏

去
／
I
I

、つi
I
、
ヽ

∨し

て
　
！
し

っ
砿
現

、（ノ

間
顕
圏
閏

こ

　

予

言

－・し　辛

案
国
書
易
圏

図
書
8
日
間

二
、
∴
ん
嵩

新
井
徴
を

圏
圏
四
国

需
缶
虜
を

捲
れ
絵
だ



告言㌢：　tf

〔∴　あ圭

邦≡膏て∴繊

亀筆耕茄
芽
「＿、

を　引締雛信二i
l

韓　ノ紺

す「 

拭：∴：∴ �：浩も瑞 ／γ′‘－ 

i雪白園田裏手‾「「‾つ 

一三三三十真一 ∴ 

成一 

類誌塑即葛レ予 言∴子、∴∴、∴ 

■ニーナ　＿＝ ■⊂′i∴ �網園子∴完成 

義÷ 掛軋－i≡‾i‾寅－畦三．捗る 、′＿1－ilェ＿ 

‾‾「i〃iii1、－1－iiiii．ii、「一一〇＿

l j　点呼rノ翼浩幸一一

＿＿i二一十　　　十 　　　　一も9 　　　　　‾繋轟萎’、萎茎箆雲型建設垂寒雲詩誌璽轟莱家註護憲‾－ 

醐　謬　一議糞露頭謬蟄 　　　　　　　　　　≠；一l ���、 
翻i　　　雪子 � 

諦 

怪　　　一芸≡ち重 　　　器i衰英誌寒椿需　＿腿軍手軍手雷撃 

∴ 

i壷1、h（ �� 

÷
　
／
二

古
プ
　
盲

土
塁
∴
∴
、

l
U
 
r
′
、
）

と聾　－

｝
I
セ
「曇

ご
∴
y
j

圏
　
園
田

閏
糸
拭藷

！
生
爪

・
）

ァ
し
　
ま
　
生
鮮

¶
i
i
、
l

L
：
」
∴
フ

雷

∴

　

　

l

鯉
：
子
を

十
㌢
二
言
昇

二

二

郷

関

『〝－

っ
　
廃
　
す

胸
中
妾
出
　
で

ー茅雪

間
関

心
外
タ

園
田先手I）「一

関
国
劇
軸
軸

語
四

・日　）

南
條
小
輩
、

′

J

e

Q

＝

－

1

矛
に

I
』
ソ

）
　
）

山
㌦
　
三
へ
「

圏
室
賀
田
圃

「
千
千
）
　
－
n
J

孝
予
熱
／

i

 

L

　

、

ノi「－

）

－
∵
！
∴
■
1
千

二
年
へ

去∵′　　　／

肴
も

、、－等＼1－7
、
L

l
i
．
ノ

田
堰
細
　
田

園
田

圭
4
　
i
－
＼
　
－
霊

‥
／
　
）
∴
暑

－
　
田
S
S
S
S
国字
持
た

、∴■　　　　　－

、
　
、開
田

園
　
帽
囲

I

i

I

－

＼

　

一

）

　

）

〝

－

十
i
：
′
．
ノ
ダ

5
　
：
i

曇
呈

甚笹－
▲
1
i
へ
ぼ

i
イ
／
f
L

I
馳
曲

調
薯

＼

1

　

〆

一

「一

題
圏

姦
　
し

へ
．
読
点

」
井
1

－
斤
目

一

∵鶴÷

糸

若
∴
雲

漕
e

ヘー／

光
二

日
は

V
′
レ

ー離京へ∴・－

田
圃
相
聞
－

ーOnr繭の紫
接

「ソ
山芋，

、い“門1－，L－

，
＝
点
り
i
　
）

官
選
＝

団
臨

持
∴
雲、ク

薙ノー
言問－－

，

∴

∴

」

　

　

　

一

一
皿
　
。
i
　
∴
∴
∴

喜
し
、
盲
J

艶
聞
園
田

＼ノLU上一
4日

，
i
I
が
〃
〝
H
Y碕梁

田
園

タ
∴
　
－
。
J
－
ノ

圏
圃

I

y

－

J

 

Jノ

田
の閏

ニ
）
∴
‖
日
夕

ヒ
こ
し
÷
＼

田
園
十
八

J
一
高
－
“

巧／

た
ー
を
塙
窄

め
術
∴
沖

梁
∵
痩
∵
猿

㍉
写
：
　
－
亨
∴
瓦
I
‥

迫
“
彊
お
魚
硫
曇
棲
ま
＝
／
戟

名
言
∴
∴
∴
」



謹言語法∴告∵∴言

や騨‾シ富‾－1峯－「ヽ

′‘

ヽ！＿∴ふl　／

植苗臨席日詰
悪霊田園輩害墨田

紀／へ一一

、仁王

証言

戒　再　珪季
風上、去　∵

う［二i雲、窄、

だ　す　た∴め

発展に
ブ　ラ

」ヽ

四書団田園

も万∴月

ま　在

需薫

酷寒諸国

（十

百言∵

は鉦　土　～
／　ヽ＼

揃の歴遊

七一発馨　し
ち　な∵り　仁㍉館

にネ詳　上目

ィ窟鯛

：
：
よ
同
山
　
¢
り

詰
責
′
鳥
居
7
⊃
）
ま

薬
新
見

嗣

ア
し
十
晋

＼

1

－

－

－

も

r
V
 
I
n

千

号

1

－
中
日
∴
今

も
草
生
∫

三
二
排

÷
こ

函n
i
素
1
－圏ノ

も
ー
＼
も
ー
し

，萌㌶
L
L

相
聞
田柄、富者

しの
園
闘

l
に

こ
し－

i∴）
二
尽

7
し

＼
I囲

み
′
や

∴　／－

i
ノ

、ヽ

／

⊥
／
！
」
∴
∴
i
L

十
六
結

う

二

を

ハ
カ

ギ
在
］

1
一

綱籍．
韓
日串の人

よ
お
∵
太

－
）

フ
急
　
主
に

‖
ノ

′
窮

寸
ノ固－つ霊

〆
し

ヽ
ブ
リ
一

筆
　
鷺

，l邦、

－
1
・
1
－
－
）
、
‘

去
月
J

し
河
1
ノ

まl
L

閣
調

べ）y
レ

圏

世
上
q
l
し

開
聞圏

■

　

　

‥

紳
藁
の
“
は

∴
一
　
十
番

り
㌢
　
伝

（
　
）

、
意
園

幸
助

壬

閏
匪
⊥ノ名ヽ莱十

圃
圃

上

層

も

1

日

田
圃圃

語
も

手
厚

プ
レ園由i軸

臨YL

、〕

こ
、
車
馬

の
　
ま
双

図
8
8
田
園

掬
う

討

　

ニ

ー

ー

闘
副

＼

　

　

＼

田
園
閉

園
園

I

I

）

I

　

1

1

ー↓

つ

／韓
雀
を
圭

田
園

”　　－－

圃
圏

碑
洋

画
H
n
m

羊
宣

去、園
田

田
圃

ソ
∴

∨′L

÷
㌦
Y
　
』
、
或

i
〆
／
「
　
∴
1
「
i
”
、
－

舘
時日レ

ほ
）
節
窟

続
編一）†

っ

⇒

I

し

ま

え
中
共
　
多

少
杷
す

に

も

戚

う
震
え

へ
　
し

－
1
－
●
’

田
園

生
計

▲
〝
ガ
イ
－廉．「

／し日
下

へ），
イ
！

細
田
国包十才君

嗣
開
田

＼
∴

享
寸
も

開
聞干上

玄
用
で
エ

一

㌧

i

i

－

し

ノ
4
U

e

雷

　

h

7しーー

の′

「〝シ「
：
、

三
軍東上つ

＼

“

一

〇

－第．、＼

ト
っ
、
つ
「
n

べ
）
　
」
へ
　
（
し

＋
I
）
、
亀
忠

0

　

　

　

　

　

　

　

　

－

－

－

1

し

甲
レ新
　
し
　
で

甘
薯
ス

日
影
シ



日工÷

直読亮一ノ薙弗葎　揃の膚‾諸航空〕
工「・巾

－
＿言

古
ノ

日‡膏補　語　　嬉善言　　L三言
に享子ニチモ∵㍉㍉三晶㌔

善¢癌誤信三一

討手二王三）．i舌

得手膏イ≡亨

離詰術語擁
護、

輔車減り珪素酵さて乙
つ仁崩を、離和讃
った壇の逢，

言∴エー

甚頁
つつお宮詩碑需年

ノ

田
園

へ
β
／
r
L

V
‖
l
 
i
－
i
五
　
－

－「手工籠

真
筆
∴
害
毒

（
　
）

閏
閲

、ヽ

6
6
格
闘

つ
　
i
万
∵

－

）　十

一　
〉

－－

語
録
　
一

日
日
豪
」
、
∴
－
一
J

J
r
∴
l
ナ

］
H

T
I
“
。
l

、　　‘＝（．

嵩
Y
し

辛
く
寺
－
）

、

一

題
油
田

二

一

イ

ス
し

山
寺
へ型⊥

「
／

÷∴「　」1、工

、、

J

上

一．
！
し

一

言
」
へ
∴
、

田
園
田

田
園

7
し
み
川

上
1
年
』
／
眉
＝
ふ
ん

の
／
　
i
掃

醒
誤
聞
因

縁
等
　
7
、
し

勧 蜜
∵
［
壷

だ
ィ
皇

大

富

「

毒

∵

甫

鯨窃　∵‡

聞
国
書



止蝶　々

山韓の藍のあ　ヤ輔時運

轟読雇の猷針

航，の花の崇

十‾　五千一十つ

牽‾　SJ

若し、碑弱音調申

告し、

馬瑚語。 牌の索講じ



寸鰐日本勢

園　困

緑

÷†：：一∴ し、善 　言「∴一∴∴∴∴∴∴ 

・＿豪雪ニ‘一　骨－ r÷亮、il∴　　時子一　　　　一か詩壇∴ 

∴∴ ∴「 ∴“∴∴∴．ヽ 

「 攫翳議饗擬 　∴ 

Iニ党

亮を

紺、
フグ∴i章一・‾

し　辱し

う　尋守葦「ん　で∴廉

号
「
昌

美
阜
宮

田
　
っ′亨）

は
　
毒
薬

γ
）
予
言
荷
1
1
－
～
き
良

一

l

／

「「圭登

の

智

子

こ
1
．
．
－
し

そ
　
〈
卵
掠

J
I
t
∴
②
∴
沌

！
し
　
辛
し
　
乙

‡
J
∴
日
　
詰
一

文
）
だ
∴
宮

の

訪
老
い
㍉
こ
し
骨
盤

す
良
し
　
の
鮎
：
め
舗

閉
園
圏

勢
子
曲
想
で

伝

主
高
　
上
も
．
に

l
字
：
小
：
畢

法
子
∴
経
国
　
l

∴

ふ
よ
去
年
4
℃

＼
神
乙

出
ろ
「
星

田
国
賀
詞
圏

豊i、
l
－
－
1
、

才

リ
ム）‥

y
し

飾
清
子

を
薔

「J

松
風
脅
す

、
下
命
　
に
主
も

リ
ム
等
だ
　
‖

ウ
杢
∴
ト
よ
∴

産
実
証
＼

一
帰国
！

レ

上
ノ

し
÷
毛

7
二
一宣言／

／／

圏
膿

笥才
一
／

＼

一

　

ノ

I

I

－

　

葦

つ

ゝ
′
／

〆
た
　
主
点

三
∵
そ
し

∵排
－
し
　
ま

●

9

3

容

も

了
÷
∴
ノ

一

一

i

t

I

1

年

一

個

人

／カー
i
T
J
′

（一（わ伝

去
香

田
T

フ
つ
　
つ
　
み
J

「
こ
し
÷

、
．
∴
、
」
、
／
　
＼
－

．
。
、
▲
．
も
　
ー
1
、
・
i
）
ガ
J

j
1
ノ
し
州
∵
蕨

㌧
し

／

J

＼　．

掃
細
田

I
I
L

髪
＼田

吉
事
∴
1

）
一
メ



薫育議書‾　ゴ＼÷声、

萱から、日本十二上し
ん　の薄紫弓

アし一　意∴し

た飛鳥　′

た　く

聞閥
息栴
要7

確聞 

Y∴末

吉」ぎ

国昭囲

園閑
古一ヽ∴J
f／∴／

園

に　蜜雷

桜∵部

粧清
適鞠

竹般
胆∴∴‥圭

ノ、

て　汗

一　〇三 

∴∴∴∵こ，∴言一 

∴　　∵一∴　一 ���一一＿＝1 、一二一、三 �∴∵ 

．三三…こと ＼ � �、1－　　　　　二二 �、ミ‘≡ 

箋 尊シ＿ ��懇 ���霞蒙 
＼一一一一　‾ヂ � �� �蓑萎釜 �� �‾．婆 � 

ー7し

‘

ノ

　

　

　

　

ブ

）

一

し

ノ
㍉
∵
　
i
　
）

－完／＼
l
 
L

つ

二
転
∴
た

ぐ　）

一i
′
イ
貴
命
）

昌
園
田
＼

由
一

相
∵
な

・
十
一
仁

子
　
こ
ら
－
∴
十
㍍

二
葉
　
石

山
耳
当

ヽ

　

臼

へ
　
）
　
フ
簿

十位－

一
関

、

且

　

－

　

ヽ

辛胴囲
1
1
・
・
－
1
－

′
不
月

間
圏
1
4
－
年

∨

／

し

　

一

芸
寺

÷
）
　
∴
∴
持

す
・
∴
∵
三
）
　
∴

′
㌍
∴
擢
－
居

士
）
一
し
壷
素
意

V
L

i
た
　
武
志

二
　
台
法
・
新

－
有
　
人
二
ま

寸
言
－
　
什
工

ヽ

阜
÷
不
∵
言

の
桂
署

壇
∵
侍
∵
言

た
∴
善
　
の

ー
ま
ー
五
千
圭
一

蔀
日
　
の

、十－
十
㌧
武

詞
書
圏

－∫イ

脚
起

ヽ

－

i

＼

閏
開∴

一

上
申
奈
・
号

二
常
は
∴
椋

ぴ
「
翼
々

の
据
十
観

一㌧　、－

血
刀
∴
∴
∴
㊨

‥
な
＼
薯
－

固
問
題
国

・鏑曹i四囲

関野一

住
∴
華

）

副－

一
二
堪

四
賀
囲
圏

ヽ

－

1

3

、
三
高
　
l
カ

十
三
悟

顕

，
　
寺
っ
＄
ヽ
三
尊
－

，
、
－
0
〟
f

一
）日

産
－
き
展
H
l
。
上
目
－

喜
掠
　
写
し

．
（
曽
詫
言
！

一
l
r
i
、

＼
惹
言
摩

需アレ」

よ

パ
ー
∴
㌍

主
恩
∴
も

は
，
あ

十
1
1
1
桐
の

方
寸
－
　
簡

、ヽl

＿

1

㌔

国
昭
う

、
＼
　
〟
〆

ア
し

1

1

　

／

　

　

p

言
患

＼
郡
ア
レ
比

や
土
語
痕
霜
開
脚

を

幸

一

∵

ご

射
一
義
V
レ

耕
牛
、
薪
「
∴
＼
　
に

竜
三
龍

一
。
・
，
i
i
′
↓

1
－

耳
i
品
墨
．
上
し

い
l
、
1

0
幽
霊
段

＼
幸
∴
仁
ら

し

i

I

 

i

、

一

食

一
）′

〝

イ

后

f

 

J

叶

J
叶

容
、
し
ー
っ

圏
　
臨
園

田
園
田
幅



籍露　銅
ノ∴；∴i＼

l　＿二一・〇

臼玉に　ほ

から子安
キi∴才目
し　　イ∴（

、ニケ　　　　　　　くく

と’

〆つ　、日

引卓
立＿

鈍／牛1

藷壷露盤議蔭、－／ 
ニー　発き 

表闇醒開園謡躍詣議 ����選一 � 
蒸器議 �、∴∴∴　　　　　　　　　千言∴． 半iJ㌫：／ミ＿＿　　　＿＿箋襲撃一一。．葛轄閏閣田園揺杢紫 �����∴　　「 

姦案襲誌麗緊二遷 ����；∴一 ��鷲襲． 

∴∴：∴ミミ � ������∴∴・－ i＿i二二）、 

、蓬楽譜 �三、掌二をi：凄 

．∴∴ ∴； ＼∴「：∴÷－．∴ � � �� �i：一・嚢黍＿＝露閣／－ �� �＼？、 

∴∴：∴ミニ �∴一　言∴∴∴∴「∴ 

に
：
華
∴
し

奉
　
の
∴
Z

白
雲
∵
伊

－
拭
ノ
∴
∴
∴
に

日
和
－
7
〉
　
千
丁

I
＼
」
隼
i
　
甥

十
日
　
ザ
⊃
∴
鳥

居
∵
t
i
　
二

．

I

i相
生
カ

I
諸
∵
茄

〈
フ
∴
∴
r
I

星
－
五
つ
」
∪
〝

工
は

カ
、
つ糸－

、
つ
∴
つ
し

＼

1

－

－

、

l

 

I

葱

　

目

し

漫
　
田
園

つ
　
国
書
音
容
6

－　堀

、
J一

ノ

「　）劃
相
聞
細

田
細
腰
た

開
園

頭－畢十
三窮

享
l
膨
∴
－
千

十
㌧
宣
／
．
I
U

十

も

＼

　

／

1

聞
格
闘
軸

卵∨－
山方／－i
L
植
字

羅山勾∵）

の
　
　
「
巾

ヽ

嘉

∵

潟

嵩

高

半
幅
や
二
旦
繁
華

ほ

乙

童

、

喜

作

に
菌
　
の
帯
渦

助
辞
尋
÷
時
の
索
：
七

日

U

、

皇

帝

晶

智

姦

し

に
寸
二
　
年
に
∵
古
∵
主

－
－
＼
I
i
l
－
I
l

の
≒
三
宅
二
も
義
∵
曽
∵
‖

一
㌧
乱
二
じ
年
鑑
＝

時
ア
：
言
本
島
∵
専
在



一丁夢 〆，ナ＼ l／！ 、デ鳶∵⊥ �一一一㌧ノ“－均＼㌦㌻㌃∴∵㍉∵‾”∴Jj／しi＼ 　∴∴∴：∴ � 

勃々筆撃誓空室i螺 °ノ’二二 �∴∴：∴幸三∴ （、今シ‾／ 欒 ∴．∴ 

∴∴∴∴∴∴∴∴ ∴∴－∴ニ∴蚤 

：三言∵、 －∴－∴∴∴∴ �宅、‘／ 　∴ナ●： ／‾′、－ �懸騨 紗／ 

打モ∴テル

吉江やル
I古里か

裕、棒の末　裔に

／灘1■お 　∴十 年 ��∴　∴ヽ一 �����：∴∴ 　澄怒 

ジi／： 　小、ト �／i／才＼、し �� � �言寧 ∴∴ 章二 � � � 

：‾’：＼＿ヽ11－ ∴ヽ＿＿ 萱：三毛 認 一十一∴∴ �謙譲 

繊－ ������▼ 

寓

凄む 

麗態聞∵　　嶋i 
∴ �∴　∴「 �●●． ●●●÷◆ ●∴∴く∴●∴● ●∴∴〇 ㌧∴∵「 ∴∴ ＿i蕪少へ 

∴　∴∴ � � � � 

：：∴ 羊 � �� �苧 

∴ ／） 

古　く

項和己
よ　ぎ裾

女王串布

にit∴り

よ　う　幸

蟻川要塞

l
）

、）カメ「－フ

点
」
イ

キ
ジ
∴
イ

圏
圃
音
容
固

I

l

V

　

　

　

　

　

　

＼

十

恵

　

へ

　

と

い
鼠
確

ア
し
中
動

小
言
朝
　
の

「
「
盲
∵
日

舞
引
際

う
十
㌢
塵

ト

も

　

い

　

さ

∴

〃

′

　

　

月

も

用

そ

な

た

7
）
　
に
　
君
　
に
ー
L

l
し
　
う
　
ら
、
つ
、
ま

窃
盗
獅
ほ
　
て
、
植

毛
∴
つ
む

獅
ボ
ア

「」＼ン

ま
あ
　
の
　
＼

∵
レ
∴
才
子
し
　
こ
　
日
ソ

弼
揚
∴
言

動
ふ
た
在

る
）
に
　
し
巴

7」
的
u
j
渡
鳥

L
↑
∴
り

ん
／
一
－

（
　
）

土
牛臼いつ

事
l
を
蟄

意
現
車

e
－
、
　
I
カ

∨
！
し

、、ノ胴
囲

題

油

掠

　

、

冨

永
∵
与
　
信

卑
し
牽
草
子
も

園
田
四
賀
圏

摘
花
に

÷
壌
耕
土
「
王

J
y

田
園

カ
　
上
つ

貴
重
、
左

上
へ
、
考

田
園∵

一
）

は
　
Y
L
社
告

醸
七
轟

園／＼？ヽ”
l
L

レ
し

」

l
ノ
＼

圏
　
副

に
幌
、
盲

！

し

含

ま

玉
正
　
目

＼
1
1
－
1
－
－

・
I
刀開園

、「JL
お

園
閲

の
在
寮
十
の

山
盲
点

い
つ

＼
1
－
－

」膏田
園
i

剛
酬なの

な
∴
を

に
二
つ

う
∴
よ

ぎ
・
亀
崎

尋
　
十
に
言
古

不
　
し
　
き

」
ノ
　
上
せ
一
L

れ

犯

し

ノ
＼

宝
∵
）
－
息

ア
し

日
昌
÷
撃



：∴㌧十十：∴∴ 岸∴に ら∴ノ∴＼ jl∴ ほ立ち 見土こ の号よ した。 �∴． 

i《！馨 � � 

窒 � � � 
－－ �薫多 � � 

蟹 

十 十∴ �∴」＿÷1℃、∴∴＿∴÷ 　ヽ 

百
出
辞
し
点

圏
国
書
園
田

主
ご
た
　
州

乗
　
山
一

耕
土
ノ
笹

ヽ
1
1
9
ロ
ー

細
囲択一

）

風ゝ

∴

“

i

＼

腿
閉
園
四

書
賀
田
音
曲

「　u
l
i
i
 
i
　
｝岸滴

、。。．－ノ

窃
　
時

季
′
†

↓徳、つ

に韓国ぎ半壊圏
器

計
ノ
　
辛
）
　
の
、
す

え
憲
　
享
、
つ

雄
十
か
「
は
・
古

布
二
に
7
し
　
の
′

圏り
困

「
　
）め

に
堂
六
㌢

オ
〆
罰
一
升

、
つ
　
い
ヤ
　
き

よ
姉
妊

さ

埠
蔀

轟

寄

算

の

囲

う

え

招
：
捕

閥
間

間
脳

ノ

＼ヽ

＼
　
ヽ
」
′

圃許
しは

鼠旧．
＼＼　／聞

団田園

．Å＝“1∩－∵告

蛋
気

を
植
字
茶

霞
藻∴膏称

玉
葉
∴
王
宮
J
 
L
　
）

琵
誓
急
幸
図
四

、ヽ

い
，
有

田
患
国

正
だ
　
ァ
し

こ
ー
L

j
I
－

仁
匡
∴
y
L

、
南
下
∴
〓
I

東
T
「
巾

7
し
　
ん

と
∴
冨

聞
園
田
圏

悶
国
書
園
田

粥
∴
景

の蘭

＋
と
こ
詣
事
も
∴
あ

り
五
号
∴
の
ー
・
ト
も

な一
）l

－

．ま
l
i
I
L

ー
　
I
I）〔り押

エ

つ

引
敏

言
は
、
瓦

相
見

首
⊥
㌔
晒
華
も
霞
原

色
庶
言
ソ
亨
宣
告
を
加

東
近
言
∵
∵
写
し
、
つ

璃
達
し
経
基
　
た
ま

∴

」TIS
S
晴
間

二
蚤

ヽ
・
～
、

弼
閣



一一・1… �一読 摺恐、霊 ：∴∴∴÷ ∴Li ��∴∴∴ ∴∴． 1 ∴∴∴∴ ；－． ～ ���：●二’■＼ ∴‘－！5 ㌧、：ゝ ∴∴∴∴∴ ∴∴「一室：∵ 

一＿＿∴ ∴∴＼ 様 ● や1 ●l●．● ′ヽヽ● 塗瀦 ∴∴ ：∴：∴ 鵜の寸 寮も 」ノ， 

誌遍圏種田繋 　享子十三＿－ 酪継嗣閏謙 　二－J ��＆’1“／二 子∴十 ㌧「∴や∴： �　∴∴ i£：し・， 「† ＋∴ ∴●、∴亨．言∵∴∴∴ ��懸懇畿需㌔馨＼、 　∴∴∴∴∴ 

や∴∴鰹∴　　∴ ��� ��三‾“（惑嘉＼ 
1詳一膳． ��∴㍉一： 言　∴㍉1∴．「 ��吏 �∴∴∴　∴十　∴．∴∴子、㍉ 　　∴一∴∴・∴∴1 

蘭醸謬華麗議 �����∴∴∴軍：雪漆器蝉∴」雷∴鱒二；∴笥∵∴、＿∴ ∴∴雷t　∴÷ ∴十一　　∴∴ 　　　∴∴ 　　． 　　ー＿1－な‾ii 蔭：去高麗謡鞄蟻灘閲 

l ����l 

4 ∴＋． こな1㌢ ∴∴∴；∵∴ ：∴∴「 ∴∴ 諾㌍詰‾、 ����＼奏． つ 対へ （ 子 �　∴∴；÷ ∴∴∴∴∴．・．遡真書■瞥 J∴壷 高1∴あり ！ 、＿／ ＼一一 ：∴∴∴∴一－ 

南端 �　　　　　　　　　　　＼ 煮詰ミ∴乱、言i碕老子∴手引牒‾＼“＼ 

和二　島　ノ、平安時帯川らユ窒
霧の寺∴よ　う　を∴し　そ老台宝木貞子し　た。，

：i● �∴「∴「 

ケ：∴∴、・ � 

ゆ耕七　生

射ら　ず泰

＼＼もー

；翼ミ＿ �� �・ま鯉 �����十　　－・－∴おご一iii‘←二　一一＼一一・ 

幸手 � ������ 

二五一∴一 ��弱整畿議題 ‾む ��� ��� �連 ��予言． 、撃一 丁∴、 据i婁 ※ �〆 ��三（、嶺一 i翼 ∴ 二言 

．夢色 ���．∴∴ －ン／‾－、－ ＿、圭一一一 �� 

∴∴∴ ）へ　三一一二とシこ 　　麗‾／ 　」慢－、託 

醸一認諾珪藻讃塾 ������������三萱 ∴言 開 二言 
：∴．子 ∴∴ �∴ ＼、 � � � � 

∴： 

／＿ヽ〉 �∴∴ ∴∴ 「∴∴ � � �　∴ 一義ii態繁霧鑑蘭鞄 

＼∴ ∴ ∴；∴ ���ニ‾三三字 ∴∴∴一 �モー‾‾三二一一一一基襲撃竃閣酸 �������封 
ぎ÷‾諒一 、1へ・筆 � �一一一i二三怒＼冨 �� �∴∴∵「 ���� 

ぼ �∴、∴∴∴ �子 ∴ ∴∴ ��∴∴∴∴÷：∴ ���� 

； ���� �∴亀∴∴∴∴∴一一一墨田 

ほ
∵
拭

て
鰹
主
介
し

諒
∵
舌
　
三

園
園
田
田
園
団

′
！
紅
、
亨
曹
十
も
曹
さ

日
　
出
∴
零

V
も
　
阜
－
士
官

一
∋
∴
ア
し

ま
窪
十
和

こ
ね
－
は

十
二
三
き
　
章
二
た

ち
　
の
、
し
　
7
し
　
母

子

世

徳

和

毒

魚
去
）
　
㌦
乙
　
の
〓
∴
罷
　
＼
喜

：
曇
÷
裸
子
二
は
冶
∵
も
㌃

た
i
引
裂
　
　
の
縫
言
が
し

ま
二
と
∴
巧
　
∵
に
も
し
手
記
嘉一三日い　ー）

無
二
善
し
門
き
清
書
、
生

む
敬
称
ま
遺
そ
う
せ

」

「

「



／／。）顎 －∴一∴∴∴一重臆－∴ ∴一言 ／／「）／÷ �善戦 � �言－　∴　　　　　　一∴ 

′ノ 夢だ÷ ��．∴∴ さ、一／ － 羽 

●∴／〈ン 懇露讃鬱擦議、撥頭懸‾／‾／／i 

∴　罵言∴曹∴一‾∴∴∴∴∴∴　　∴ 

∴∴∴∴∴∴ ∴∴∴∴ ∴∴∴ 

場」－＿ 

た雅
た坤っ　乙

りi　∵二　子少

リ　乙絃蓮のよ　し㌦蟹

∴∵∴ ：一一一十〕÷∴∵∴∴∴ ∴∴∴∴∴ �ドニ �＼ － 顕 ．∴∴ �／／＼＼‥ 薗 団 

∴∴ 

棺荒く　纏わ

● �ii醸纏 ∴●∴∴∴ 言，∴言∴∴∴ ��「∴ �「 

ド∴∴舟∴ �二、輿，i �鵬 ��∴言文：∴∴／虻 ∴∴一、㌧＼∴ 蒙霧i／態“／ ��．鼻 � 
一．∴∴　∴一一∴∴∴・ 

：霊∴子∴∴　千言 �‾　‾繕　一二 �態 ��∴∴子∴　∴一∵一 

MOL●ど＼ゝ∴ � � �∴ �∴　i∵「∴「 � � 

た
－
奉
安

つ
∩
ロ

わ
　
に

有
本
圏
日
嗣
が
・
罷

田
奈

山
T

t
f
ブ
タ打

田
固

旦小過の

幸
二
密

閉
田
園

、つて
雪
激闘未∴

園
田

射
た

、

広
莞↓　＼

ヽ

国
闘
圏
閉

園
国

昭
膿」

n
許
否
、

ム
蔚
当

1－－－－－－－、

＼
　
I
菊
子
に

漕
∵
れ
「
リ

i

イ

ー

1

9

嘉
瑚
⊥
急
流
⊥「イJ

、
ヘ
ノ
な
し

「
　
　
）

－イl
L

r
I
U
I

イ

〟
．
1
．
㌧
囲

＼

意属
ノ
＼行

－
）

具
9
，
m
，
－
1
－
－

見
当

メ
＼

j
き
1
年
▼

7
し

十
八

l
L
 
J
“
f
i
I
－

∴
一
高
／

と
こ
－
、
i
I
I

：．1し園
副

ダー

什
∵
ら

軍
需早宮バ
‖
耳

の

へ

「
手
機
V

汗
も
、
、
．
▲
も

劇
困

乗、〔ノ、ヽ【l、V
レ

日
柄
∴
時

己
繭
安
物
脅

し
兼
早
着
雪
ぎ

蛮
一
㌔
「
、
号
外

を
甘
言
骨
品

垂
直

一
）i

i
t
i
．

吾
I
l

～
V
ノ

囲
囲
圏

㊥
締

、ヽ1
カ

I
た
い
期

、入l団
的耳

一

㌧」つ

？
6
才
ア
藁
、
請
書

i
l
．
－
，
－
，
－
l
i

L
 
L
優
忘
砧
十
見
ま

ま
差
出
富
現
幸
を
≒
）

－



（ニ

橘㌧白布

才ヽ
之／∴∴・キ
l＿／一　　　　　　一、ゴ＿

∴ ∵． � � �畔 �去 � � �醗 � � � ∴∴ 　　ヽ∴ヽ 　－∴∴∴： ヤ ∵ 

＼ � ���� �� � 

宮子中辛十日弓 
； ��－／黒 点「言言閣‾醒 

「 � 

絆－ ��∴「∴∴二三三三一 

囲
国
書
囲
圏

二
”
÷
一

三
∴
聞

田
園
題
園
田）／　　7十

－
J
∴
十
主

一

一

汐
－
細
　
i
ぢ
∴
舌

具
宛
：
利
　
子

式
へ

一
子
）

ノ
∴
∴
　
し

菩
∵
在

国
書
音
容
圏

と
－
無

し
y
I
し

閉園－

1

ユ
人
夫

註

一

一

⊥に
い
∴
万
＼
1

7
し
　
7
）

一
一
－四囲Å

へ

で
〆

聾
′
7
℃

一
）

．「i、

h
J
I闘

曲り四
囲
圏窪二不

一

薯
　
た
ぎ

聾
：
患
　
V
L
　
よ

め
　
　
壷
井
厄

′
　
㌍
道
　
ア
シ

千
∴
∴
／
∴
二
ノ
　
I
J

失
言
：
ら
　
し
t
蛮

さ

∴

‡

∵

矢

ま

7
し

I

I

U

 

i

ヤ

ー

項
＝
仁
一

十
㌢
L
一
十
十

、）ノ
田
閻

魔
毒

醒
園
玄
申

、富

江
し
　
ま
ふ



七宝
三宝は

†

円周

＼／
“‾”‾　　lf

勘）し

凄．牽症か

て　雷
i

組畢
璃

図四圏
と／‡∴と∴廿，ナー　ヮ∴∴ビ

モ∴し∵∴告

満つ∴　二　十　の　L

ゝ∴∴乙∴∴ま

牢十　日∴の

主∴∴そ
＼一一

若　し　主宰〈：子∴∴曇「の
▲∴ 

「： 短 ／塞 華 i l 立i Ey．！ ′当 引 しくー �暮鵬SOr‾一∴一一二こTSSelr �����空軍野間寵蓬二二一 ��　　　　＼＼ －÷「葵葵■葛音音漢 

ー∴ ∴ � �∴寸、 ‾一つ隼 ��響 �∴ 総 

縄饗潤際感電11、〇 ！ ������ �慾 ��∴∴ 子 
灘 �∴「∴ （．∴ �∴ 

∴‾ �� ���；ヽト　　∴ 

∴∴ � �� �� �� ���註 

発泡圏段蒸発 ��� �∴〕 ∴ � ��鴻 緩 �∴ 
二つ＼緩 

∵戦 �や÷：∴： �����用 ��1 
∴∴ ∴∵ ∵ �い享子繋、、－ ＼準で／譲 該轡＼くま ；● ������、、 ∴ �蕊　ノ二＼ 　i 

菰鑑謡 ��∴∴ t：∴ 誓‾†0． �∴ 諦 

悠嬢聡 ／＝’欝滴醸 ����∴ 澄l l ∴ 

∠瑠 一一、℃ ��� �� �∴∴： ∴：； 高∴∴∴÷： ÷騒〝i・e・・ ��“（震 ∴∴ 、、 � 

し ��∴一∴ ��　∴∴∵「∴ i／、、＿÷謬翳遠繋ぎ ���∴∴ニi∴ 
＼一一－竺撃、＼く＼、 ��������－一／ 

細魯纏適地弼輩塞晴
子三毛の薦よリ

ン∴∴∴」

卓

；∴∴∴　∴一 �� ��‾二－‾　‾‾＝二〇〇〇 ∴∴ 

ヾ∴∵∴∴ � ��� 

澄 驚＼）ii／i／‾～芦 ∴∵∴∴一∴ �� �∴∴＿∴ ：∴∴∴∴∴ 

ま／＼一 � �� 
：∴∴一∴∴∴∴ 　＼さ＼ ∴∴　∴　∴∴「 

〕（ 

管
　
に
r
↓
／
　
う
ー
と
－
ま

の
　
っ
　
点
∴
「
－
L

士
」
、
寸
j
 
f
J
∴
V
U

士
こ
　
ノ
し
（
～
　
笑

－
八
一
の
∴
日

ソ
八
万
　
7
し

、
＼
十
ノ

訂「　′君・－－

∵｝
沖

も

I
n
ノ

～

－

励
二
定
⊥薯W

u
e
H
＝
1
－
－
－
－

上
月
V

南
国

の

－d
－i7

細田プ
レ

、
y
ィ
i

広
∵
席

に
「
担

T
Tr
 
l
L
J

／
”
－
L

V
レ

り
園

）
4
月
IV
L

で
七

、
y
し
T
T

＼

開
聞

、孟

〇二

I

し

中

三

田
園

毒
聞
二宗－揮愛さあ

晴
起

、ノ

冒
田
園

欄

圏
園
田

信
∵
巴

囲紳○璃困
千
二
ノ
　
へ

圏
　
よ

っ
∴
十
七

L
T
L画

題
聞

カ
÷
竜
三
も

＼

－　C、

し
ノ

部
∴
∴
子
音

ノ

一

一

鋼
誤聞錬
摺

、
気
1
i
Y

㌻
－
千
一
－輔
∵
圭一

＼、

「
　
」

l

l

I

I

I

I

・

I

J

掌

中

を
∴
記
∴
プ
i
　
日
立
聾

真
作
主
「
は

臣
ハ

ぅ
麿
　
い

も
∴
牲
∴
マ

一

　

　

、

イ

′

今

の

　

＼

著

聞
園
田
園
田

支
出
∴
仁
う
ー
寸

1
1
、五

才

　

／

＼

　

つ

に
ノ
∴
つ
ー
上
に

＼
㌃
T
L
 
C

L

の
′
／
＼

、
十
事
j

一
つ

I
嗣
図

一

㌧

i
l
）
し

の

、
▲
j
I
′あいl・－“′n

、　」棚当J

－
し
∴
J
H
T

V
L
起

古
館

味
は

書
生
　
の

、
つ
　
　
を
し

盲

ノ

予
「
よ

”
”
し

日
詰
∵
合

し
圭
∵
串

「

、ヽ、ア
しわ



く 

躍 ��� 
醐 

畷 � � �� � � 

懸 ����●∴∴∴ ■煉〔芋／∴ ∴∴子∴． �、、）i÷：葦鑑i‾豊 熟雷、詳＿薫く ∴帝‾－ ∵∴ ∴： i膏I 義博摘＿二㌢闘 　‾穿“J 

霧護 

い　き

十；客に生蔦

印し　留　の

由　羊　は、

い　う水草の菜の草生こ殊

打　ち∴皐z L、ると　し、姉弟

古く　は縄文白書雄の土器

舌∴よ　う　です　裾平安日舌代

南端暗よ　う　と　L Z、∴薫
に一掬Lんで、瑠り∵人　称言う　所　昌

り　ま　し　た。

鶏 

＼ � 

＼
、
1
i
、

i
そ
し

V
L

一

ヽ

功
し

＼＼　／の
　
γ
〉
　
y
L
∴
〇
一
う

ー
忠
義
、
ン
、
）
　
す
れ
　
し
辛
環
な

じ
　
名
　
と
　
る
　
ま
う
　
る
　
衣
　
に

菱
　
C
遠
　
目
∴
い
見
な
　
の
　
ぅ

寸
古
‥
し
て
に
　
「
：
旗
J

じ
覇
　
て
上
組
毒
曇
；
婁

ぢ

角

捗

＼
つ
　
」
ハ
　
I
｝
上

二
　
十
止
　
い
ね

の
∴
〇
・
つ

告
鞄
や
．
）

「．

＼

　

そ

　

の

高

時

蓮

田
T
＋
寒
川

名
　
三
し
　
　
＼
　
ァ
し

の
　
i
は
　
ら
　
し

こ
寓
言
か
　
し

、
∴
∴
i
∴
V
L
∴
ニ

い
つ
五
た
　
こ
　
よ
　
止
ま

l
n
．
∴
！
L
u
 
y
粛
翌
i
　
上
す
V
∴
∴
I
L

Z
L
愚
＝
わ
、
発
＝
そ

こ
　
さ
し
十
つ
　
ゴ
ロ
　
葦

も
∴
っ
　
占
紳
　
亭
：
さ

い
　
が
∵
を
溶
∵
周



「 

釣棚 ����へ　　∴∴ 

㊥∴㊨ ） 、、試し。4饗薬園鴎 �������� 

（ �．＼・寸 ∴ii � � � �〃 �� �〈 言 � �，＼賀三 

I � �∴： �� ������ 

撚騒露欝襲 
駿＼、ノ 
畷i擬i懇 �����∴ 

恐 �欝 � ����ili嘉 一1、潔 鍬： �� 
鵜　　－il灘＋ 

の正方　形を交

う邑毒∴　親電

あ　る　こ　じ　訓告

テ王戸時舘

歌籍健緩着
よ　う　を　用　い

ら

圏‾‾閣　圏‾‾屡 ∴∴一 �� �� �∴：▲ 　慧 ∴．千十－ �����∴∴∴∴ 

∴∴の∴ぎ義∴∴ ＼／う � � 

∴ �回／i三一 ∴∴∴∴∴∵∴∴∴∴ 
∴∴ ��� 

∴∴ ��� �　　　滋 要義曇襲蒙蓑蒙‾－三善曇三三一 室嚢曇雲霞雲量委萎妻三三三三善三業三 一∵∴∴∴ ����　あ 　ー巨 擬製動認 　∴ � 

ー琴．二／ � � 

書　誌．∴．∴∴ 霧夢∴雲量箋賽 ��≡一芸茎三雲蓋雲　≡ 

∴i－∴ ∴÷： ＿∴－桑≡三雲≡蒙三 ㌧葦∴∴∴”： にも 麻の 子－∴－） ＿亭’ ：二束、 身許 ：「 ナ、＿／ ●－＼／一一 ∴「∴ 「－ 仁で、、 ����ま六 ＼ 十三∴ ÷∴「 なつ！ デe，々 『i∴∴∴吐 「∴ 「：： 曇二言∴∴当 て事∴∴L I L ��三言二三三三 ：：：二二二 

＿－●

亭制に成島
を括っ　て／‖

石
田
官
命
松
）

堕
㌦
押

入

　

、

す

、
謹
！
黒

点
∵
以
リ
閉
園

た

う

で

レ

∴

き

力

一

そ

こ

＿
1
“
1
、

′
き
，
”
9
1
－

い
∴
よ
∴
乙
し
　
い
　
の
　
戸
　
＼
う

利
ナ
ウ
和
ま
　
じ
置
戸
＝
ノ
よ

ち

在

位

な

き

綴

る

　

＼

ま

笹
〕
　
め
∴
う
一
つ
十
甲
に
＝
ノ
広

、
っ
京
細
川
葬
∴
毎
へ

I
d
き
た
繍
野
在
に
厨

る圏ばよ

肺
患
∂
　
：
恵
理
γ
∵
－

基
す
る
近
一
）
鉦
言

こ
串

、
す
ノ
乏

輩

畏

や

る

ず

積
読
「
奇
ノ
憲



糸島

縛雷よ

‾7、

し

っ：

＿車一

つ

園

て∴ご

楕嫡

＿章一

小一　い

い　南保

縛和布て　い　たく∴ら　一、0

江戸日韓雄詳記燕に∴なる　音、国庫の絹織緒打っぐ

朝、革紐螺ノ懐な柘か“いさ」乙盛るiなさ二幸、乱丁人

吉富大言喜　市も　三

圏　圏園圏

た「よ　うけ癌

姫に

一報譲 綴’、‾醒 擬i ���　日 章忠∴：十 ／＿i＼饗擬態溺 

一驚選 言中 子∴ 〔 ���＼ヽ＿ へ 睦 Cへ ′－““－－‾“葛ヽ 闇「歌 露寮 ，手芸繋一一ノ纏 ∴ 

ii 〉 ∴∴ ：∴ 鴬 �翻茂 男 肌； l l 亮 ∴ 高 宮言 ili＼閥 �∴＋∴ rI／ 誹 il ＿講； （ iヂ毒素 

11－尽／ 掌 

十
干
　
争
う
揖
J

主）閣
腹囲

同
園
開
聞0

－
－

l
、
ノ

一）
－圏

へ

」
上
し

云
硝
開
閉
蘭

二
二

1

も

＼

r
ん
詔
r

ま
　
ま

駒
岡
　
圏

の
、
榛

脇
目
嘉

撰
園
閏

年

　

よ

、
つ
　
兄

上
d
 
I
／
雪

子
∴
綾

〆
高
二

㌣
　
正
中

開
園
国
書
臆

ノ

ー

＼

　

　

　

1

1

ノ
ヽ
一
1
．
日
′
。
－

ア
」
∴
と

、一

小
誌

子
宝

．

i

I

i

I

V

〈
i
－
i
、

」
村
r
ノ
ー

闘
細
腰

、轟轄7し藻十坦
小
椋

」
J
d
 
V
L

さ
両
軸

よ
∴
剃

、ま

↓

　

　

　

i

i

l

－

憲

二

d

　

に

十
雪
．
に

閣

ピ

関
麗

、
ち
　
⊥
出
∴
U
′
に
　
に

は
甲
　
の
　
＼
主
こ
し
　
ぅ

縞
亀
、
輸
Y
L
　
チ
）
よ

酔
え
雪
言
いこ
　

l

へ

　

7

㊧

7∪細
∵
三

原
＼
フ

＼
＼
－
J
f

i

I

露

悪

軍

裏

革

！

‘

‘

さ

手

書

冨

～

薄

豊

富

牢

f

‡

～

ざ

　

　

－

ま

亀

1

h

e

、

・
㌔
き
ざ
，
¢
タ
～

0

な
組
舌VL

五
里
開
聞

の吉岡
・幸い

、ヽl
i
i
、太

、イ友コ
ケ
し

＋
Y
L

、ヽ

i
I
〟
．
，
‘地‥千

○福
著
書

、
日
工
工手

t
i
も

二）
題
詞
目
標

の
山
追
撃
直
I
L

組
　
：
に
通

、橘去

奉
も
閲
∵
仁

王
藍
即
　
の
　
‖

一
二
筋
卓
の
春
巻
富
岳
に
つ
け
電
い
る



柏手

鉦 ��∴∴　∴∴　　　∴　∴ ����� 
．＿ 

「 園〝i譲耀惑 

∴∴十一　　∴　くニー∴∴∴；∴ �����∴∴∴∴襲； 

÷隔離懸轡　⑱鵜 ��������；「 ∴∴∴や仁 　子∴ 

謹調騒蘭翻鑑 ����‾脳、＼一、　　　　1綱 ����騒綴 ∴　　　　∴　　　： 　　　　　　　　l ������臨調露醗闘l彬詣醗懸 
∴∴　　十．「「．　　手 ������ �〉iくさ－ 「、∴∴ 享や喜一＼；∴∴ 

∵綴懸懇談 ����繭　　　　　　　　　i緊縛襲′ 
灘＼‾鰭擬親鶏鞄　　　　　，　　　′■嵐激 

ー‡ ！ � � �恵∴∴一∴÷∴ �ii＼懸iン、生態／，　、／－騒 ������� 

∴1　∴「∴∴言∵∴∴∴∴、t∴ 　　‾！ ���������iLノ☆烹黒潮馳㌻∴ 一∴∴：∴∴ 

∴「　∴∵ 　言立も章∴ ����轢懸i擬態螺 �����轡　諮 

！∴∴∴　∴ 

二：∴　∴二二 
一言勧進帳誓窄差

の麗翻意毒

謙譲諜1

離一語華葦泣言雷

管二聾三　二嬰棄所／

謝二三短は㍉差し‾　　ノ　　　　　　l

一手∴∴争　h

G　．　一室・

葬亨堰輝館

－ �����」L コ［ コ［ 

∴＼ ���・嬢瀬貌／∵‾ニー’一翼一三　　　　　塞リ 
∴∴ 

＼窮韻 ���ノ駕，＿費 灘へ 鰹′ 
老輩・ 、す∴∴き千千 こく諾＼疋 訪 韓鴨 

1㌢ ��∴∴∴∴ 1 

∵∴ 宰 禄i／ iヽ �縄 灘＿竃 三高 �竃 i〉i＿懇 驚器 目茶 ÷∵享一冬く／ ∴∵ 灘 ‘メ ∴∴ ∴●： �㌢’、i‾ ∴トノ∴薪’ ∴“「∴∴ ∴∴－i一㌧ 甑、：㌢ ∴；：∴ �∴ 謝～烏 

∴． 薯 �十 

∴貴書∴＋ 、工斑、 灘i‾ � 

‘† �諒灘 ��’鸞適翰＿＿三 

た
∴
甘
い
う

太
子
言

い
　
y
÷
笹

毎
十
指

火
口

0
－
七
日
－

一
－

一

〔

プ
ア
し
「
つ

つ
ノ

軸
図

工
レ手絡l

n
∴

一
ノ園

圃

∵ノI、iつ
ノ
＼

田
圃

ヶ

国
巨＼トー

報
国

ら

！

　

上

菅

V
し
十
可
も

「
　
）

日
岡
L7

し
圏点（一

㌧

園
晴王」、高桑－

⊥今1－田
園
圏

，－∴∴＼
－＼

、，ノ

膚
げっ京

間
園
回

し
で
八
川
i
i
I

の

⊥
窒
一
千
し

）

「i脅
し

盲
へ

／　JT
＝
↑

／五人

l
年

間
は
制
帽

ね　
）

千で、
－

九
位

症
紙
上

′
急
事

十
等
ノ
　
＋
「

⊥
笠
上
　
嘉

子
子
　
へ
∴
㍉
宇

田
田
　
　
園
起
因

I
l
∴
五
誌
五

千

：

　

上

し
蕃
∵
し

ま
・
綿
お

目
′
の
謹
啓

だ
J
三
好

一
半
　
∵
）
　
の

＼
つ
居
∴
惜

し
点
上
時
主
著

プ
∋
ノ
一
塞
塙
r

小
錦
」
も

園
、十

一
）

一

J

L
r
－
し
、

－



占
′＼ヽヽ

母子－

国田園固

言　切　乙：’し　′′こ＿‘

三　を　香子

畑お　り　ま　す

蛮　骨も　樽膏

圏臆図

醤鯨圭、

たり紅塵千と　いつ

甲高　∵言目撃嘉　子－あっ

穣唐子」計　高価忍品とこ

窪川幕府

と　仁子鉦だ

椋“百　寧日

お上　吉

止　む

⊥

久　志

圏　困
」

江戸小幕

つ
　
」
砕

＼

　

　

　

＼

、
∴
上
京

∵詣
主
我
∴
玉
葉

ざ
し
∴
」
孝

一
）
　
＼
つ

ま
ヰ
∴
∴
「

上
帝
∴
∴
V
L、

も
一

日
田
園
囲
軸

閏
圏

浪
許

ま

上

糸

こ　∴　」

蘭
細
面

・^
月

間
細
目

日
新
＿君一γ）

l

′

し
圏
囲恕

培
　
う

の
　
よ

「）　李レ

－
I
 
l
f

も
｛
や
。
，圏園

詔
圏

、　二子
y
i
L

、つ

喜
田
圏

サー

嘉一
己
∴
士
気
言
え

＼　、

′

、㌧∴
富
士

ノキ・｝ん
＼

＼
／上

し

、
れ
令
模
ぢ
癌

は
し
止

の
計
石

擢
四
囲

つ
∴
∴
∴
吏
㍗

i

i
困
－
題

）千る

いiI・－－

閉
園
閥
図

十
）
　
れ

上
目
　
こ

ノ

　

「

γ

盟

⊥
も
ー
㍊
タ

宝
典
、
去
年

i
免
り

陸
国東売

ん
に圏梁

、）、（ノ

り
∴
阜
丁

占
㍉
∴
叩ん甘ヽ

1
円

I
カ
年

」韓
、

予

言

‥

i

シ

　

ー

ヽ

掃
声
苅
喜

阜
微
妙
升
清

ノ
＼
　
　
I
介
ノ

こ
　
率
．

－
十
I
l
i
　
十
㌢
・

い
　
壌

土
　
i
な

「

左
I
U
密閉園

田

ノ

くたf
－
．
レ

誓
∵
星

．
「

需
用
五

つ貰∵

一
）l
－

7

i

l

、つ一
－
卜

、ノ

一
口
′近因

。
二
子

の
車

重
嘉
一
）

土

ア
L

I
y
j
′
レ

」．当、÷
X

一
）l民

拾
′
庶

「
V
見

て

一

め
、
順一）

」
上
．
江
上

聞
腿

、人間囲

、「ノ

ト
1
㌔

．
”
i
i
”
レ
圏

掴
　
士
．
し
請
「
あ
　
＼
入

否
詩
∵
出
∴
∵
憩
言

か
　
び
は
潮
目
　
V
L

圏臆聞　園

日
華

七
二
苗
∴
る
　
↓
£



中二l
ニェ互二

幸雪
国漕S

＿一一1－㌢一戸〆一一‾

‡

日本窮蕪辞の磨連
王　星＿費

‡∴モノ

霧竜∴∵誓∴坤　′隼三

÷：工． 華蕪 ／、／『ヽ－ lLl ÷〕．∴∴） �功・ナ生 麦豆礼 者劣の高い人 干魚、人物は ＼＼、ヽ 

i“章ヲ鳥 「＿ ：上申∴∴∴∴∴ �横磯操も 

廿 � 

甲／∵γ　メ識撃 　　／蓮：1番 �はメロま 

㌔壁　‾ �一，神 

一　基∴峠 

足，結し 
露轟琴／ �釜　　定の竜清を 

√ili∴＼皿／　ら 

廟即㍉牢摘昌一用語覆う裾、
部葉姫武繭藁葎締結

塵左裾謹

「「．二．一．∴∴ ．漫 � 

ら↑ � 
） �∴衣 

の �∴∴ � 

∴「 ／㌻ら ÷），〝 ∴∴． ー／をi／ �着か 

＿‡＿ 生 十 善 �　二号、： ＿、∴∴ �ゝ；i逼 －＿汁帯 

∴： 　＋ 」 �笥 ら 調　薬 

）申 � 

雪
卓

高
水
　
押
帯

即
平
吉
∴
∴
∴
∴
、
勤



：　　　　　　　∴I∵　一言：： 1 －－、－、宰崇嘉 

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎗志 

＼1、　　　　　　　，） 

男女 

坤撞 
÷∴　　　　　十・∴ 　　∴∴∴ 

んの「ルi＿＿＿一 一一＿＿．－＿＿＿〆 i三一ki‾ 貿i＼ ：∴ ∴∴ � 

鱒 磁 ∴丁子 � �〕∴ 千 畳 瀧 、葦‾ ．、∴！ ；∴： �繋 営繕 鞘＿ii欝 一一ii専 i∴l而：i 

東葦媚び

ポ産着樺
の日章の∴希

書。

内在のネ

内在のら
義粟。

昔一
才T‾

圏
国

．　）

亨
∵
寮

、

“

－

．

－

一

　

　

　

↑

言

　

∵

】

（
品
：
蒔溝田
田

l
刀
∴
易

若
「
雲

嘗
－
i
　
ロ
目
口
i
　
＼
＼
　
ノ

V
L
　
7
し

右
目
∴
I
し

」
ン
：
∴
∴

土
坐
し

圏
軸

詳
抗
生
日

日
日
日輔

一

宿

田
園
劇
団

ズ
、
よ

の

　

‥

レ

る

V
L

若
し

、「啓．÷へ

の
∴
て

‖
ノ
ー
く
じ

誓
）
轍
理

～
、
ソ
老
蛮

田
園
圏

名
山
￥
肩

と

上

し
I
t
　
も



「定一仁王

露語懸露頭麗聞

呈具 
「車掌 ／‾⊃ ∴「 ！ 　⊥（ ����　寓言 ∴∴十∴ l ｛ヽ○′ 

とい　　） 

∴ 懸 �灘　も 離認　ノ i＝暮） 

‾∴」耀塞∴．一 ���� �こう ：慰 

∴　　∴∴∴∵∴∴ ��� � � �韓／ ほお 
（／‘‘ レ　　縞 ��青蟻 

「．∴言う．∴ レ＼「∴： 「言 （類題観閲騒難′ ����離 �子 滋 

＼頬 ヽヽ －ノ／熊 　∴ �鞄離 〉一叢高 　く 

、縛 溺 ∴∴ 

∴∴ 鶏 、i t誠 蔦＼六 一°暮ヽ○事○ ��掘 ！ ＋∴ 4、一 i薄 ．学 ÷∴ 

∴一†： i懸静 態 �ヽム ∴∴ 手織 轍iし二 

一°ヽ＿ ．′ヽg＿ ���」袴 
●ヽ裏〇一 

カ17∴つ ／｛、ノ‾ヽ 

l（l　　と 
） 

ぁ　　　懸1－、ミ ‾雷＼＼　　㌧／亭 
l ＼、＼、I 

ニiO 
㌦　／‾／1　1ヽ �� 

擬 � ��l（ 

轟＿／掴 1割－◇ 三十X－i／× 竜 緊一一一一一ii今宮も �� �� �涼 

∴∴ 慈 ∴ ∴ －し、 

同
園囲

　
圏

・
三
：
紫

掠
揖
一
）

荘
予
に

諏
ノ
烏

母
指
皇

著
外

面
　
7
手

．
ん
I
－

主）　「－

l
入
鋼
業
建
都
机
言
隼
轟
、

＼
影
東
電
出
番

は
の
：
に
伍
こ

韓
化
け

－
胡
文
善
事
を

、
a
j
′
ノ

ア
畳
へ

一
口
史

⊥
筒
∵
に

ー）
－－．－－－．．”－Vl

・宣告
mH）

∴
追
善
「
仁

者
し
）
朝
∵
す
‥
し

旦
円
仕
∴
〇

第
代

官
三
時

「
」
］
i
五
山

、十ノ

J
d
ノ

ア
し
㌫
し

属
∵
力

圏
圏



〇一千‾暮．1雪‾t－

＼
／∴∴で－　　グ

一一一一一一一山一一一　＿一一・一一一一一一一一

〈、

臼
∴女＿　日

色の諒人　によリ

梅迫た、フ

そ　う子一　号

傍

祝は、中田
i二言涙葦の

着職のい、、石

羊に堵フ布表し、

板。

り鵜 t 「． ∵ ／｛ヽ ク1Jl た �����「 �掠卵婁 諾 掘出 1講据 るのに滞 ） 宴．緯和良 

灘 

一．‾二㌧＼空夢で∴下手 

4／“ �i 潮騒 ㌣白岡病1日i 霧＼憾耀 「∴： ��� ����� 

鷹 �●1 � ��＼∴＿lr、・ ����� � � 

叢 生∴ 目上予 言拳 
∴、÷： �親 鸞呉 

∴∴ �i二’x l‾蔓十 ．∴∴ i雷＼＼ ���‡／i議 � � � � � ��将、 

／薫 �� 
∴：∴手「∴十 ����� � �� 

∴」∴ l �∴∴ 洋子 � � � � � � � � �子∴ ▲亮 � 

∴∴ ∴ 紫 �’ヽ∈ �� �� � � � � 

営臆書目■臆国懇 ��������菅で � �∴－」 
レ ���������．∴∴ �叫 

、－“〇一°－　’ ��������舞 

大き　惹基準若輩出た上坑韓縛の鵜

せ・の）人∴は上半身に居衣、葬衣、

社、単、肌小袖名東　う

有
　
琵

支

霜

嵐
　
の

上
層
窮

I

J

宮

は
　
牛
粟

－
青
年
i
i

な
し
　
8

十
¢
ノ

ブ豊
田

を
レ

，都

童
京
∴
に

ミ
）
寺

子
∴
婁

な
∴
辛

、Tt



いち　あ∴利子

申安登の

棟は即の
庶民堰の人か

和、塙＼岬
で上流の賞の入

荷のβ鉦に

乱した。

緒の九、歳

申　す－‾へ � 

で：∴ �i／ヾ三悪、 

「i●－、ヽ ∴∴∴ 

－－ l．1 ） 

音 �　　∴l、 ∴　　∴ 蜜．　∴！i∴ ∴●： i鰭訪㌻高話 

∴∴　　　　：∴中 
∴十．∴．子∴ 
∴∴　　　　∴∴ 

仁子言1－撥簿擬醤 
i‾一理塾浬へ∴景＼享 冨（i章二真紅圭一i霊i二 

ー凝－　　　　‾謙 

∴∴ 争 ∴－ i烏 ∴∴　∴ 蕊1－1－戦 

需 蕊言㌧－　＿詰蕩 

）菅尾 �置：享∴∴∵率 　　∴∴∴： 　　　∴∴「： 　　∴子∵∴ 

¢編んだ草履

然総的 ．滋－ ���士．雪中： 

生∴∴瀞 ∴∴∴∴∴∴ �∴÷ 叢 � �寺汚諒，宅 

＝うな商都 
／－　へ lll �� �轟螺再の 

ヽノ ���∴守∴立上 

謝れ 

蠣 ／i‾＿Iiiニ 

「 

カl 
羊t 

ii �� �キ ∴∴∵ 

∴：「 ���Tこ 

〇　十〇：／／」 ���：； 
十； 

いつ硯‘lj

L未だのひ、

拐粥轟日詰
i i／∴∴r
J　‾∴仁一ィ　㊦

＼2／

二

心

国
書
器
圃

韓
二
も

園
田
臆
扇
田

宗
吾
、
鮎

薫
、
府

ふ
ノ

お日ソ閉
園

棚
窮
わ

、
つ
一
［
伺

。－〉¢功

名
∴
‖
－

冊
一
∴
」
膏

の

　

卒

な

し

一

㌧

、

「

J

之
J
 
F
A
d

閥
■
四イ

「
∴
∴
の
・
た
‥
上
り

闘
㍊
薙
げ
ハ



措　き　3　－　キロ比率上汁l純一上客†る

ほ：レ

鴫毒
繋　　　　　　え 

烏 
へ　／、． 
ll 
ゝ 

） 

∴三　　　　　　三 

子‾ ���一　　子 

弓∴： 

謡：∴∴：二三：「；∴ ��� 

畠∴占∴ゑ∴ら 1 　∴∴子 i ��i／鉦ii＼i＝ 「言や∴ 

＝主 �� 

「∴∴ 

） ∴∴ 

陣∴∴∴∴華霊 �∴∴ 

一一／」、不幸∴∴醤油
車靴痴十枚カ
〈か）、現前

塙由の鵜締園田

鴫臨り諸手

豊
i　－　　　●

武士鉦雷雷

輔車：＼こしこおっ

お▲が　7、、㌦J　＼

鯖江溜詰

‖　き　ま

園田

玉藻
圏　囲

－ヽ、

カ
塙
し
ー

ノ
語
手
章毎請

出

＼～
”

V

Q

続
豪
き
搬

き
．
。
1
－
億
W

と
J
 
L
の

g
∴
て

弓
F
共

闘
器
り
開
聞

ね
冶
／
一

聞
剛
聞
劃

ノ
＼
・
f
U
∴
字
も

劇
団
醐
田

＼墓
－
隅
田
国

′
卑
語

薫
字
詰

篭
ノ
薫
∴
認
避

汗
掠
阜
i
i
紀

干

諒

闇
∵
言
一
態

話
題
ほ

庄
∴
譜
に

こ
　
帝
王
　
∴
和
一

媒

倉

を

富

雄

リ

勺
　
の
歯
亘
り
嶽
　
G
　
で
唱
ふ

結

局

弾

な

た

抗

し

田

∴

に

下
！園nWL

．
イ
1

高
雄
＝
7
し
　
。

那
∵
郁
：
く

菊
U
 
I
、
つ
ー

イ／

，－し



布引完成、彊0

安土菊恵山

串本の晴粟

屑塞∴宕－っ　た扇木
上袴の　セッ

L／汀、葬り

し　て式士の

五葉と在る

在荷

ノよ一）し、 　　　　　一一一一一一一一一一 ．主我 

∴∵÷　　　　　∴∴∴∴ 

∴∴†∴： 

享 だ節 足 �／へ／‾ヽl脳開醸 l‘l 、－ノ／ 

ii競闘離 � 

リ　　襲 
、 

●抄 

㊨∴「　ノ催1－ 

三　一∴「∴腎∴ 　子∴∴∴ 

∴　∴：∴晋∴ 
専＿‾▲ 　締誘一雄i灘 の∴i目し謡鰹轡 　定演i＿ ） ∴十　∴∴ 

⊥華キ）

起
る
請

い
－
－
1
蒸

‥

百

三

寄

親

置

圭

圏
開
国
田

富
，
普
長

五
7
し
…

言
方

患
由

・壬・

勧
善
国
昭

口
口
∴
上
智

譜
∵
貞
「
ミ

政の」据雷
布

0

上
へ

、序′

イ
U
 
V
も
　
討

た
．
色
：
し

た
∵
ヤ

外
書

び園

圏
腰
間
相
聞

垢
船
人

大
著
俄醒

図

日
ノ
　
千
日

g
e
S
S
〇

十
）
生

可
恵
な
　
も
も
る
日
昌

研

く

を

型

執

　

＼

市

場

太

ス

彰

朽

日

展

の

藍

ン

圧

時

新

患

馨

前
足
う
め
，
、
尾
：
も

だ
八
だ
∵
三
＼
⊃
郎
蒸



夫正デi七　夕

の

廟紺広ま
政党政諸相
確立。一九

三0　年イTに

Z　茸

紺虚言

日杏鋳狩川開業
＼＼＼＼一　一＼

子∴ 「 ������ � � ��軽＞ 
鵜／へ　へ 

も‘－¢ 

密字 ���：′ �＼＿／ ������∴∴　圭 享i　　　一叢 

千 言 ��� 

l‾ i ����� � � � �壷 ／、遼 

一子 ∴弱′i、ヨ 

I■一つ／ �������� � �！、近 ∴ �ノ∴離 

：∴∴ � �誰的謹話 ���� 

一一 � � � � ��∴＋∴　一子∴ 

醗 ∴ 亀i／シ i怒姦 � � � � 

離 � 

緩 � � � �撼 � � � �� ��∴▲ ∵∴∵ ∴ヽ 子－－、ソ 

韓等彬 ‘霊 矧〃 穐＝‾1、 ∴十 轍 �� � ��当、∵ ∵（ヤー． 

i 弊 � ��� 駕† ∴「 ������ � � 

′－∴ �� 

時 十 ㌔、＿， �o �着 一風 

の �↑′丁 

人一品一 ／‾－？ �　） 

J � 

に墨 �（ く 　　∴： 　　∴ナノ▲二 

ノ／ナ＼｝ ∴丁　子 

鯨 �．き ∴ミミ ‾三宅毒ざ 

．　（●▲＝．一一　／“ 

四
回

る
　
奇
ノ

風
車
＼

日
博
仁

・立寄

7）
I
L頭

・カ国
囲
細
山
田
豊

′
イ
I
・

る

「
）
．
〝
．
“
“
1
1

る
　
ィ
告
　
塵
喜

久
∵
訓
∵
申
∴
端

V
L
に
　
声

宙
「
し
＼
言

祝
∵
ほ
「
た

い
五
〇
上
、

人
月
　
　
っ

～
b
 
l
1
－

去
声
　
l
カ
リ

＼
＼
／

園
困

〓
「
1
－団

1
4
日

語
、
国
訳
。
烏
　
＼
車
！
に
∵
は
∴
し

の
む
時
明
　
し
外
妃
だ
謹
柄
村
人
鵜
展

、
急
か
も
安
ま
の
阜
漣
輪
姦
葬

り

な

ぶ

中

表

）

を

官

憲

の

　

＼

ノ

＼

∴

∴

∴

宮

わ

に

ご

祢

乙

ま

い

酌

榛

り

キ

「

ず

～
T
I
－

荷
票
控
　
つ
れ
な
掌
り
よ
⊥
八
重



す∴　布施語

物耕作芸者

雷瑚在席

に根も　おろ

「姦雄日章雷一三

本の信組勧稔吾

L U∴蛋　よ∵嘉　質草

印こ　じ∵し　そ∴わ爪、

千　二弗
「∴　‾惹

直線に

3　よ∴う

画

囲

圏
一
、
1
－
i
l
－
，

高
上
5
∵
ケ

子
吉
脅
「
て

÷
元
年
　
っ

斤
）
親
電

、
了
二

（　お

l

1

－

も

－

全

や
当
J

寸
ノア

し
三
八
日
山

喜
高

二
ノ

ーmnI

i

＼

＼－、／・－

ま＼
．
1

－
－
“
＿
▼

つ
′
し

：
．

1
／

、
i
　
∴
∴
∴
J

相
聞
i
時宴巾TIはの／

・者lわ∵⊃
し
／
し

一
）

線圏
重
患フU

土
ム

＼＼　／左、（ノー
l
↓V
L

石
～
ノ

閉
園
6
回

A
蔓
二
、
才

十①　－二

　

幸

L

l
仁
一
）

麗
g
通
話

一
二
阻
隔

、「ノ

＼
　
ニ
し

壷、、

の
角
栄
薬極圏

た
l
三
　
↓
く

ぐ
’
し圏霧

蘭
画
撰
一

／㌧

子
年
－
一
二

尋

椋

第

人

、
去
万
　
＼
曇
－

I
当
／
∴
∴
∴
ヽ

脅
　
し
　
ア
言
出

じ
∴
筈
－
部

雑
読
∵
喜
一

番
急
告

Z
二
／
　
据

語
言
∵
鵜

査
∴
∨
レ
　
蓋
嘩

臼
鵜
∵
撃
　
て

人
　
草
陸

田
図
書
田
圃

請
出
　
せ∴

田

＼

　

点

矛

し
　
舎
古

豪
選
∴
同
も
∴
∴
〕

曇
纏
ま

軸　）宮
、
ナ
ウ

ノ
イ
ー

、
．
d
m
　
〆

、よ、
7／－ヽ

l
－
一
i
－
，
1
1

二
㌧
J
I
I
I
 
L

二
　
十
㌔
）

J
l
I
i
I
∴
∴
、

因
－
田

中
軍
畑
C

J
簡
竜

冶
∴
鮮

勧
告
倖
さ
　
は

看
－
）
時

の
∴
窟
蜜
一

己
ノ
ブ
∴
い

裁
易
経＋旧
字
言争

し

一〈南
田
園

『壱
ヽ

1

－

－

1

ふ
才

．1　－

開
園

百
里
・

聞
嗣
幽
1
．
ヽ緒′着7

し

．
i
i
I
．
V

、つ

汗
l
i
1
－
i

カ

　

ニ

－氏ユ

㌍

閉
園
獲
聞

損
案
■
圏
圃二

日
∴
ま
ま

㊥

圏
国主園田

－
意
も

子

，

竜

　

で

＼
　
　
　
　
尽

し
　
著
し
　
し



磐王豊の　亙

国書固宕∴音園田
（、　＿　　　　　　」

棚亨
自書闘

一‾－ヽ

j

関田
＿寧

l

串
、

孝
一一一L－

の経韓で

一「フ

坤
1

「氏

一
）

i

～

L

 

I

l

L

千
やす
莞

ジ
一
＼
l

一

ri。左言の

∵蒔雪
閉
園
題
困
瞳

蘭
聞

損

　

「

　

　

・

十

　

着∵

　

・

一

　

　

∴

〓

静

閉
園

国
書
閉
園

ヽ
－
ノ

イ
／　ヽ

善
言
壬

生
j
　
ふ
烹

／
底
を
∴
母
莞

′
霊
　
草
で

国政
拝

竜

一

　

ノ

ブ

手

勢

、
三
一
ウ

毛
主

席
÷
式

畢
力

＋寸－：、

n
I
′

rL
イ

7

1卒園閣
毒
し

田
園

仁
b
　
β
し
誰

隙
き

（∴一

日
ソ

′
＼

コ）

へ
∴
一＼

ノヨ
＼
シソ

11

「ノ∵フ

）
　
の
　
ま

一
層
∴
蒸

し
∴
，
十
′
（

フ
し
椋

壁
穀
的

主
が
ー
薗

｝嚢
上
人
洋
弓
i

－＼－（

園
田

王
室
I
L

一
l
大

関
で

′

∴　－－）　　　　
一－

じ
ハ
し
∴
∴
」

塙
日
加

主
食
人
言

一

－

　

↑

」
」

i
－
！

上告ri
も

一

ケ0
匹

厳
＝
邑

尋
常の

一
－

アし

名
山
∴
j

，二

I
L
　
予
し
　
て
一

手
し
　
出
目
、／

田

’

l

　

＼

わ
千

鳥
こ

て
、
。
′
ノ
．
〝
，蔀
三
強

し

日
用
、
ま

＼

　

ふ

工

当
′

土
塁

認
∵
つ

享
T
「
㍉
q

I

I

I

●

　

　

　

●

二
十
∴
へ
　
し

′
′
　
i
b
レ

＼」

辛
レ
∴
」
＼

1
－
1
－
1
－
《
～
1
－
－
－
－
－
1
1
1

7
し
ー
乍
－
主
将

素
圭
子
先
　
手
諒

、
　
）

園

書

画

九

　

㌦

一

I

I

I

、

－

1

つ
（　J

一
－－

詔

一

一
）

上
で
！

′
し

；！雷
〆

＼
ノ

暑

つ
ノ
　
ア
」
－

一
）

l

l

i

V

．

酪
－
圏

園
圏

＼
－
。
－
1
－
－
、

劃
棚
一、＼

－｝一、

宣
塞窪

b

 

i

b

 

U

が

山
芋
葦

圃
贈副
を

去
亨
㌻重

電

、∴一

国

÷
“
孔
二

目
田
園

襲
、
〆
　
「
′

琵
－）

ヽ
7
し

＼
三
部

園
田
　
置
圏

の
＋
l
）

で
雪

上
ト
」
予

L

 

T

し

て
、
1
、
、

㌔
∵
、
」
の

十
三
。
言

圭
÷
）
　
ア
し

言
上
鶴

園一
．
「
三

÷⊥
一間

仁「

三五へ／

I
－
9
－
　
、

「1

1

　

－

　

　

1

●

醒
膿

l　
）

十／i
；
し吉）

〔

－手（　へl

寺
∵
斉
し
藷
一

室
∵
生

圏
話
題
囲

掌
雇

主

′
カ
リ

r
∵
」
∴
二

回

培
∵
星

一
）

、つ厘
圏

圃

三
三
四
国

吉
Mイ

上

、＼　　／

与
：
意
二
宮

′
！
－
・
ズ
年

誉
福
、
㌢
し

辛
仁
　
子
∵
馨

＼
九
三
一

二一－ロ；

ド

ゥ

　

ユ

し

　

一

え
へ
　
V
も
　
⊥
こ

亨
酷
∵
出

－
′
I
、
／

）
　
五
平
∴
I

諒
∵
の
は

鋳
薄
も
∴
曾

鳥
話
手
上
部



邪忠言圭　の嵩　）′工芸言

霊芋その老　師鉦萎　藍三雲
宝」∴言」ノ　ノ声一端烹

予　言忠言享「　　　　　　　　‾了

産　室忠雄聾の文一　r

登場舎臓
柑許諾染ま

＼イ

宮　　　　　　　　　　　　　　　　田容

に紋付と　な

「V iも“⊃∴∴∴　LL

‾面〇一‾1

品宣
1m　麗

I

函閉園園田

ぎ：上∴擁∴審

田
園
鵬
晴莞
二
三
㌦
㌻

閉
園
願
圏

点
十
　
で
雪

国
自
国

「
∴
剛

閣

－

一

鷺
、
言

6
－
言
∵
先

王
立
上
箸
：
し

く
∴
詰
、
ヰ
討
　
i
 
O

摘
芸
葬
坤
∵
た

毒
ニ

i

r

　

レ

イ　．－

1
言
え

了
二
国
　
間
∴

「
　
i
く
∴
∴
よ
十
手
∵

叫
虜

田
園
田

富
r遊
ば

人為／
日
吉
小

の
閥
嬰

′
！
■

の
し
∴
∴
∴
∴
∴

－
－
　
　
1
1
　
し

l
櫨
し
∴
∴
∴
∴
『
，

聞

問

題

国
園
話
題

壌
　
閣
四

囲
国
書
劇
団

霊
∵
あ図

－
享
に
∴
V
L

田
園
図

、
は
‥
弐

田
園

れそし

．
滞
留
晴
国

子
　
上
宝
駐

・
有
半
l
＼

案
田
圃

圭
ぎ
ー
。
］
ノ

園
田
帽
囲

薯
l
主

我、
∴
′

－－閏－
＼
〆

閏
圏
」

羅
h
A
－

‘
自
i
r
I
）
章毎
籠∴）良

ノウ∴′異
字
乙

千
∴
∴
∴
定

信・宴

「蘇老

「
つ
〝
葛
書
信

七
草
∴
∴
∴
－

園
田
器
圃

農
　
の

亨
）
　
三園田

上
∵
亀

連
環
一

¶
く
丸
ま
、

「
rn

目
白
甲
も画

幅

圏

C

 

i

、

∵言
一

㌔

＼
∴
予
言

帽
田園四

一
）

在韓ム日
、

ヽ

　

／

′
月、
H
u
‖
－

四
囲
田
　
園

／
色
品
青
紫

欄
∴
人
言
富

者
を
亜
窮

グ
ー
ー
《
出

田
聞
　
酷
評

缶
∵
霜
…
甥

e
 
i
U
　
∵
遵
一
、
起

き
二
年
詔

リ
　
ア
二
義
出

な
　
l
y

言．圭
警醒

四
両の

圏
固

一
）l
i
L誠書生

、「ノ
＼
1
1
、

V
 
J

詰
三
雪

ー一、秒′／て
回
国
凹

－

～

”

二

幸
薫
　
素
意

暫
時

轄
「
喜

一

ヽ

　

∵

・

●

娼
喜

，
g
V
〝
卑
し
脅
二
言

二、
‡］1

”

しこ

椅
圏

∵
高
音

田
園
葵
患

醒
園
回
国

0
0

も
∴
／

．
L
I
l
一

〇
車
l
蔦
・
I
r

f
L

老
台
だ

現
薯
　
も主事

／一）

ヽ
ヽ

ニ
Z

醒
田
圃

関
田
霜
田

上
村
－の

、　
－

聞
閏夕÷レナ／

l
i
－
レ

園
　
田

ふ
喜
二
王

』シ＼　‡国
劇



窃 

∴ぺ∴∴亭′ ＿∴∴言霊 ‾巧‾＼l ∴「 　∴計‾塁三園三 　戸 　● な・ ∴十 　着 1 　葛■「，「∴主一言“ ／謙譲轟墾二転奉拝‾三i一三 

「一日「÷∴「∴ヤ室l÷ 　　【 二三∴下∴三「＿∴＿　三重一台等語手“ 　ー＝冨霊園薩警醒農事真題 れ二‾．　＿轟葦二一・一一一〈＼亀 嵩盤盤／語弊蝿封轟 

璃暗示孝二
I’＼　一

軒蕎紫摺翻翻摘

！囲田園

■t �� 

・「㌣‾‾‾‾‾笹．t I �7号です　起話芸 �‾一°〇〇〇聴，○○／　ニー一一一一一 

浩‾事葛1■【1「 　．、： �＼弾露漉醒 �l 聖 　篭 棄“ 
書 、ゝ章一 

ざ印 字　二も �山間一　独 �ーii撥認醜態　竃 

メ‾　裏　韓－ ��ヽ 

l 　† ゝ∴∴∴∴き �∴十 � 

‾藷∴∴「 馨－　f 義i議纏誕∴－ 

∵「 ：＋∴ 墾豪富乱国頚綱目 �難 く 

まえ沸謹　ノ壷そ　靴謝ご雪　　辱

輔膏の肩癖雄摘晦の風雪

和子繚膚撥
－」

〟　‖ノ9－ 細曜簸書
し寸

描膏冨
〆

ア」
宕
P
i

い］⊃－三富
7
し

閉
園
聞
醒
田事跡－

、冨一
日

確

1

1

日

当
緬
言

も

園
田l
－
f
∴
ノ
ダ

聞
岡
田
回
国
S
賀
田

、J
′

膏
二
ノ

、
）
十、

賭
爆
音

1
9
才
i
卑
つ舘一

命
蔓
一

C

h克
畳
，†TJ

団
二
円
細
目

嗣
国論

や
，
u
 
I
r
i
一
j

皇
凛l

、ヽ

．
I
L

．雇↓
ト
y
n
一
高



一㌧一一′ぎー－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宣i　l一章 

－1浮華：．－：輩 （ �藷∴∴：一 十．子、∴∴∴∴ ；＼′夢i ∴∴∴∴∴∴∴： 

∴●∴．′∴ 　　　‾＿轟一 　　　㌦言i∴註嘗 　　　ー▲も．＼fi 　　＼ti＿ ：∴∴∴÷iL∴∴∴∴　亭∴ 

i確易閥醸－く＿＿＿幸軽醗亨註一議 「∴繭講義 　十一　∴子． 　∴ 二、写　÷∵享 ∴∴“∴∴・－∴∴事；∴∴、∴∴牡＿　丁∴：；∴ �′向十・一”　　　　　　　　　　　○○を 
轟∴看た二言 1 宣蓋： l，m l 〉 　圏三一‾＿誓、、 　▲‾′ヽ、し 　‾‾、－、ヽ ；－＿＿‾1 　㌧「、紺 　ヽiヽ1 、晋、へし・＿・ ‾遥遠＿＿ ∴子∴∴∴丁子∴ 翳一書菓園田 

一．－一一一一－ 攫敵軍珪酸＼／／ I 十〇ヽ曾∴　　　　　：…一一一…一一∴ 

＿襲霊離∠醗露ぎiii鯨謝壇癌航跡 　　∴∴∵∴子ふ∴：二 �÷子 　　　宝 雨回国㌔土壁遥－－′ ＿∵∴＿∵＿：＝／∴÷遥茎∴＿／－ 

字詰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ′　　　　　　∑　　　　　　　　　　／‾‾‾‾－　‾‾‘‾一、°‾〉“‾一一‾‾、‾‾＝／ゝ““‾i‾‾‾‾‾‾｝‾‘‾／／－1－－－／一一一一一一・ 一こんな ∴一一∴三∴∴「 �∴：三三∴∴∴∴∴三三一三∴∴ ∴∵∴∴∴ ∴一一∵∴一∴∴「 

∴∴∴∴　　　　　　　　　　　一　∴∴∴∴∴∴∴言∴ 



●10喜，●

∵子

細題○軍

．場●†ヽ　i′

点種

′　　ヽ

・亀霊読

書雪霊を
ヾ∵「i　∴∵「高宮

・●1－1

壷欝
三園二二

一三逮欝畿縞

麟　這慈

の巌（二㌍言霊葦高
説蔓∵≡

′　も

部二言∵ニ∴÷∴三吉　　　＿し

三二三高享亘真書諜

芦屋羅花期春
宮

）

非難、補糀構蒔摺
加藤の醒泰軸の程㊥尿路妻

ま矧た

ヽ∴∴予でつ‾i

組璃叛諒糎華
江戸時候日朝摘

圏開聞囲
証諸も毎生
左
謹

珪糾娩出、捗榛蕪で　藩彊琵勢二

磨藍璃勘当宗達宣辞／高槻　幸し

にお的

縛醜鰯塵薪擁摘群′
こく靖子∵． 

／‾－ヽ　　〆”－ヽ 

●仁 

∴∴－乎二言∵ 然華， ∴∴ 

；∴　　∴∴子 
：：：：∴．∴∴∴¢ ∴∴：∵「：： 

：，∴　　　∴　　∴∴∴∴ ∴∴ 

千言 

予の二　　㌧（点点／／埠の主宰な辞去彊藻を i 嵐］三乙而／了ふ彊労い‾－。 

幸吉∴∴∴ �� �∴上 し∴こ謬－ �� ��◆ �� �� � ��� �一三 � � �一子 ∴∴ 
● �� �� ���S �� 

〉 � ��� �歴：‘ ：。 毒蒋 ∴＼ 速報盤置 ＿営 �〇十 ＼＝ 菟 書 芸番 卒二二 駄 � � ��二、1雲〔－ �� �� �� � � �う○○ 

I I �、－∵ －l 裏逝 「∴－十 ・ゝ＿∴三二 ∴∴ －「 ∴さ，i∴：∴ ・＿ヽ ����� � �一、、＿二去、 ∴∴ ノー／一 、∴三 十 �：1∴＿∴ i＿持’ ？∴丁∴ ．＿」 議 ゞ○∴一 二一プ‾‾′ 

蛾． ∴遠 く∴ サ謙脊＿一一 一も∴増一 子∵∵蟻一 ��誌．’ t二 義 iぉ 葉．Li ��������������げ＝／し ） ‾裏も／ ！ く“ Ul． 

彊欝軽馨 ���●・“”ヽ：一〇＿∴∴ ㌔iニー辱 ����顕 ∴∴∴ ∴∴∴ � �＼ ） 

ー‾・謹 ∴∴；∴ 

短軸華華謹告亮需理詰評
－　　～∴＼∴メ

園
囲
－
1
ヽ
L

〟
し
辛

′』／

．毒し
－
1
∴園二一

リ
で
∴
’
一
日
〆

田
鵬
間
蛙

聞闇聞－
中
綿

ノ
愛
社
・

〆、
；一
曲
聞
き

工
雷
開
園

上
へ
）

‖

1

－

1

｛

“

　

　

　

　

／

、

＼

売
り
上
郡

劇
団

・

l

L

　

　

　

　

　

　

‘

囲
閣
ノ

／し

／
＼
　
土
工

土、里、

白面－
二

「
メ
誌
上

、
i
a
i
＝
篤
J
O
I
i
ト
I
＝
－
－

き
無
間
半

金

貿
遭
討

綾
㍑
I
－

」：
　　
∨

寡
聞
劃
闇

雲
等

圏

∴
嗣
閏
回

田
悶

・十－

！

　

　

′

』

t

 

g



しろちりめんも“ついた砥用や

鰯壷緒翫恕韓諸芸
．L∴∴！Iヽ

江戸聖告）8世籍
〈

一一ん勃烏

うう硝こりん封じ三・謹告三

振繭藻漣議栗繁彊漆
醜書経・蕪婁「姦

霜雪注諒雪組蛤
」→L／タブ

ン幸三謀、牽詰腹

田圃囲

∴＼）証華殿上蘭、込ん蕪発露清華
し諸二度婦糟融、朱碑罷手駒軌を

射叛媒弾羅語れ控、三善）

真玉一点一諾／イン塵語棚十三三強雪弐



日々も萄
SS患

者」∴∴し

薫叫経書

∴ヽ．＿＿∴1 ㌔　　王 寺 

「 �＼二i／讃 ‾怒 ：∴ 

騒 �〉 ∴ 晴が』 言 草二二七鶉 ∴一∴子∴ （ －半ら（ ∴∴寓：一言∴ 
一∵∴　∴：、ふ二十∴ 

∴寸言　∴∴∴ 十㌦，1、 

∴∵「∴∴∴　　　　∴ 

ム　ー一一1

七‾∴‾＋′つば

＼／∴∴J

閏患

爵㌧喜

－“「1

チ良太㌣
」　、

ノ計主。

圭 �麗贈鵜　懸1＼ �� 

寧“ 朴 ∴∵ �●ヽ千十∴ 漣臨調 

「）

／七一亨7
／！、、・喜一

一　7　－　＿

．

二二二一号三善語享年

ニッか∴日，とaニケ八㌦昇一甘言

‾‾　享∴弓崇高謙栄
／l

に享輩出半年∴「霊‾
⊂／

一r J、三幸／亡霊
一斗　了）「′

＿一　　　　　　　㌦一一　一一

層担磐誓草
一三、言記鉦生融
雪．、姦雄にこっ成した

も
軍
書
請
う
慮
竜
馬
憧
患
思
席
廠
馬
道
受

遺
，
り
γ
　
－
　
惹
督
憑
重
富
愚
僧
畢
整
芭

一
／
し

「

雪

　

　

一

、

痩

三へ、」
l
‘
、
、

＼
∴
o
y
／
＼

三
　
甲
」
壇
「

書
・
　
　
∵
手
工
∴
∴
＼
　
′
七

二
一
：
「
　
岩
盤

へ

　

が

ニ
鞍

一

う

、　●

園
日
6
日

三
上
　
で
一
口

雪

－

●

ノ　／

三．－
∵

間
隔
『

一

　

二）

出
国

童
㍗

「
三
言
了
　
の
．
高
二
盲
蹄
リ

繋
∴
事

二
　
一
蕩
尽
「
二
言
　
↓
「

i

二

　

　

心

∴

テ

レ

B

U

、　↑

r
L

、∴へ

明

、　　　i

〓
／
」
へ

ヽ

弼

）
）

シ

国
書
国
書
鵜
喜
田

＼
）
∴
：
写

圏
器
国
書
易

÷
i
　
言
∴
二
千
一
、

‥
一
（
＼
－

園
田
8
日
園

結
∴
給
田
報
国
患

「
－
）

ヰ
七
草
㌧
∴
∴
∩

季
∴
七

、暑一

事「　、）－
ニ
ー
、
も

∵
　
／

園
田

謹
目
し′′

田
園

一
だ

「「：案・安
平
証在京だ

I
左
i磐替∠日伊

醒
星
型
琶
み∵きイ
イ
J

才

に



重囲
岳！

堕　＿＿
園田圏

照準　こ，
霊草＋∴卑
しこし∴∴し＿ダ

ブや∴　〈し

貞二
へi

J

園
田圏

へ＼－〆’

、．　一　　　　　　一　　　　一・

i

「’i

l l

ト

つ　ぴ

＼勾

巧園田

一十‾

擁轡腑

′

　

I

，
～
　
こ

の
詳
÷
＼

言
　
I
（
〕
ノ

ヽ
ノ
一

　

子

t

T
）
、
J

f／、　　　　　　　／

′
生
　
目
す
∴
∵
十
五
重
言
∵
言

ヰ
）
　
／
書
∵
寧
　
寮
二
人

／
＼
　
巧
∴
二
三
㌻
÷
∴
÷

【　一」
上
土
諒

（

一
　
）
∴
∴
J

一

ヽ

／：t
題
目
日
田

写　／
、－ノ；　／

、＼‥
Y
i
i
1
－

I

乃園
田
謹

毒
∴
－

す
ら
ニ
∵

∴
i
 
T

●

．　　　　　●

〕

▲　）
や
∴
∴
、

㌔／〝
r

㌔「）

一　」

ノ

エ

ー

、

一

㌧

l

q

′

＼

＼

言

へ

、－弓／
一　
、

．

i

i

′

i

－

』

／

y
沓
享

！
ヽ
一国

圏

ニ
ー
∴
ギ

－
も
　
む

↓

　

　

軍

内
∴
、
－
P
　
　
ト

一

一

＝

㌔

′

T

I

i

t

一

e）

〕
　
二
　
も

、∴（∴．

三一

番
三
溝

ノ謙一（
蝶

　

番

欝

－
、
説
諭
ノ

、
｝
I
l
左
詐
襲
、

i

 

j

　

薄

雲

／ヽ

、
｝
事
務
〆－翠∴

薬

一

／
澱
襲

マ
し

園
田

＼
－
I
I
l
／
∴
／

圏
器

ノ

　

；

：

し

、
i
、
∵
ゴ

一
）

i

 

I

－

L
J

才
っ
「
∵
∴
主
　
）

関
配
園
田
的

｝
ノ
二
三

㌧
こ
∴
∴
＼

イ
レ
∴
で
シ

ー　　′／

隅
田
国
権

づ
i
i
へ
－
1

1
一
生
〟

．してい－－－脅
す

て

一

手

／
　
÷
　
ノ

喜
一
∴
う

ー一

－
、
ノ
　
二

宮
）
・
十
六
－

＼

脈
動
駆
り

二
∴
去

年
言
二
㌢
曇

．
十
万
＿

「
〇
　
㌧
「
し

こ
　
十
一

1
申
出

＜
日
伊
－
為

∵！
言
竹
ノ

畠
雪
⊥

上

l

　

　

亭

ウ
ノ
享
年

．∴ヽ因
田
園
閏

－ヽ
）　！／

閥
的

｛
月
l

圃
腰
細

－
乳
車－去．胸

臆Y
C

揮
朽
J
囲

．　－

・了∴∴、

／ノ
／
f
h
良

工
三

彩

／一

5－－」、

三
日

躍

起

　

∴

　

　

雇

－∵
一

千
∵
言
二日
－

i
）
1
日
V

）
／

－《IL

、、／薫恵
〆）

●

〆
　
高
ノ

一

一

）

ノ

－d

i
i
晴
晴
隈

亨
し
し
、
帝
石
竹

園
音
容

千

三

l

）

圏
田

園什）
＼「虚

∴
田
園

も
馬
i
i

ロブ　）

ヽ
′
I

u

T
j
↑

閲
懸
案
℡弼

〆
、
ジ
　
ン
　
i
　
∴

／
　
　
　
　
　
）

i這

－
L
I

／J

＼－
i
．
．
ヽ

田
圃

）
、

j

l

I

 

G

ノ
÷
　
2
、

㍍

）

）

ノ

　

一

／



画
し；「米

ノ　信　二ゲ

J

嶋‾“”∵ 蛙i・i・i・・・題∴rii‘’●　琵翼 �繋 �＋∴∴　∴　一一二才 

二＿醸さず‾‾ 詳ゝ∵㌢i三三＼覚毒草高三一一 � �墓 �：子 ∴し ∴† i一号 ＼∴子 † 

l �ヤー ヽ 

轟 ���i l 三島 
壷∴胸臆音響諒闇容易輯－　　　　　　　　　　　　、 

‾－－ �‾‾‾‾‾““00000‾‾“11－へ〕“ニ 

＼〝　‾選慶喜園園臆臆岳欝竃 �� � �、　　‾‾〇回ie葛鵜書 

醗酵器害賀田堅謙 �� �＿＿〇〇m＿一＿ふ－i �＿＿1－＿」 

二 �＼　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一 

一iji少

日　子＼／

／イ　／l

（＼ノ　こ　と

f

L
有

醒－

一　　《
　）

－」

を

／　ぺ

（　　頭

・

一

一

十

　

　

　

　

～

留

イ

三
∴
十

／　　　　）　一

ゝ

／l

f「）田
圃

I
へ
日
生

－
　
》

㌧
　
言
ノ

ーー′

題

＼
不

語
国

－空／．

R
〝
井
出
－
患
者
1
「

、三二菩－

落
雷
聞6回－

、　　i＼

∵
∴
十
妻

子
∵
～
．
∴
∴
一－漢語

し

も　ー－

」∴÷
二、園
田日

劇
田
園
因
襲

宿
∴
∴
∴

i
l
シ
一
一
－
　
　
－

・

拝

一
－

一

／

gO問－

1
　
ト
ト
／
　
∴
二

ジ

ー

三
上

－　凄

ニー



太∴配，本1舞
上／1，－i

恒⊥評　畑樟読
手　！∴義

一　　　　　　　＿一一一il r

出「㍉　∴子吉∴

詳言言芋：：土日、し

i

＼

ィ　十重空請
l

訟∴、ノ

，′子吉子一　　　　　　　　日I

誉三　森毎　∵「‖

午　′／「7　ウ∴「　＿（、ノ／写

十　一　〇、∵
l L一／

‾‾　工費市営
／l　、

（　　　　　　　　　　　　　　葺

．巨星

し一　日∴∴常時言古∴言ノー十位
）

J

）＼

一一＼／

二宮　　＿一　子毎好日壷

アブ亀薫薯

（ZC20、時）

′／信士一　上目

′目上当∵

仁l

！〈ユ信雄、彊）



なつユ　言∴㍉「パ∴

告十十二　　　∴aO　享雷日　録　　子　∴　面　　詰　　朝日しノ　硝

揮001．高車
（ （ユ02購膏

こす．＿　∠＼

了＿4

同　一

「‾1

j i良

‖一丁も∴‖∩∴∴∵口　上手　畳字

6m日　ソ）

“∴∴i∴‘i

三∵：ニーIざX占　う

日章皇宮言古高言申年詳言∵圭立証皇宮言霊∴幻二三高
一ヽ

′∴∴∴∴．

▲－　捗∴二）「〔

＼　　　　　　　さ∴∴∴、（　　・l

I直幸㌦高言子吉常吉申告言上言言完
‾十㌦÷墓　÷：∴ラ　イ　ン

圧一一　　子吉∴∴汗 I

～／

00日声高‖言

＼
＼
／－

ユ

ニ
＼

∵
∴
三
一

↑

田
圃
圏
闇

三
高

へ
　
●

上
京
ユ

l

一

二
し
　
　
ヽ

＋
－
　
1
十
〉

蘭
書
困
閏

、

田圃
」「

．
“
J

田
的
回
書
岳

　ヽ，日
↓

．
7
／
一

／
I
L

了＼」
＼

－

～

主

▼囲

∴
十

／
∴
′
し＼

＼

　

′

」

一

〆

）／IbQ
0

《
し
ふ
法

へ
ノ
一

生
しっ一

／
l
l
i
L

干
し

〆＼）′
し

ヽ

I

I

l

f

－
i
I
n
V

圃
囲

（U
一

「」圏
田

′
I
l
i
し
、



÷高梁
（÷‾‾i‾m　　＿二需　‾　－一

畳∴∴」

末っ子社
1－　　　　　　、

｛÷

～
－
，
へ
l
、L i

r
：
　
ノ

「ノ
ヘ

「∠
一園

田＼

′

一
千

ヽ

′

“

／
÷
∴
「
　
　
ノ

／

山

　

　

霊

／
一

÷

ノ
）
∴
∴
今
日
ノ

｝
「
∪

国一

只
ノ
士
／

一

一

＼
章
し
！
；

叩
メ
＼

図
書
閉

園
自
国

墓
園
圏

車
重
ロ

TJ

／′
＼、，／調

書」

・
　
　
　
．

r r－

′
∵
＼

「ノ／
」

ヽ
i
〃

、
〆
プ÷）〟

し
軸
的

寸
へ

雲
上

）



日　本雪目言需‖言　う言
I T

ノ　　　8　一二

宣言華ノ二　品　ノ　～

／〔∴∴∴∴十一
、－ノ　　〕

′ノ　ー

／f々

／　／

几社∴∴÷　0

壬言語　rT　二千∴∴㌻「．∴」 十十㌧＿｝∴／∴」工i∴㌧一一

「∴ら
し／∴∴∴∴＼ノ

霞岳日

十日ナナ∴∴

／一」

主上

‾へ‾‾　　）

ノ瑠仁喜一
／、

三　ノ　ノ　当

信ヽ∴雪子∴享窒

諌阜∴∴辱
“／ト、

一
　
幸
麦

÷

寿

子
　
享
等

、．　　　　
　　一

雪
子
∴
∴
一
語

千一＼

ヽ
｝
ノ

百
聞易

国
書
園

一
一

1

　

1

－

　

＼／

／

詳
発
会

「

「「∴、幸二

レ

∵　
；

”
空
∵
太

の
　
⊥
誉
－
三
善

｛：書皇
－・∴、∴」亮
一
長

l
　
＼

I

7

月

L

I

寓

”

上
－
T
i
つ
－
工

、ノ　ー、
、
／

互
生
i
l

蚤「置

一
（

亭
主＼

意
で

［
雷

、有停
一

」
一

∴

千㌧

　

i

f／

＼

T」

＼

　

　

　

　

＼

＼

　

／

‥
喜

∵
千
∴震－四

国

↑
ノ

√
一




